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３
月
の
広
報

　将来は水泳選手になりたいと思っていま
す。母に勧められて２年生のときから週に１
回練習しています。いろいろな大会で活躍で
きるように頑張りたいです。

平井　翔
かける

さん
城北小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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今月の表紙
地元小学生を対象としたお茶の出前講座

　１月 26日、大道小学校（園田千
ち か こ

賀子校長、児童
数 230人）で、山鹿市茶業振興協議会青年会（中
満彰

あきふみ

文会長）が、お茶の出前講座を行いました。こ
の講座は、お茶の良さを次世代に継承し、身近な存
在として再認識してもらうことを目的に、昨年度か
ら始まりました。この日は４年生 40人を対象に行
われ、日直の吉田陽

ひなた

さんが「お茶は毎日飲んでいる
けど、詳しいことは分からないので今日はしっかり
勉強したいです」とあいさつ。青年会の５人の会員が、
お湯の温度や茶葉の量など、入れ方ひとつで全く違
う味になることを実践し、自分好みに入れる方法を
丁寧に教えました。
　子どもたちに感想を聞くと「茶葉を入れすぎると
苦かった。少ししか入れなかったら甘みが出た」「お
湯をすぐに注ぐのと、冷ましてから注ぐのでは味が
違う」「お湯を１分冷ますと良いと思った」など、お

いしい入れ方を自分なりに見つけたようでした。
　青年会を代表して藤本邦

く に お

夫さんが「苦いのが好き
な人や、濃いめが好きな人など、好みは人それぞれ
です。自分に合った入れ方をしてください。お茶は
大昔に中国から伝わりましたが、昔は薬として飲ま
れていました。病気の予防にも良いといわれている
ので、ぜひ家族にも入れてあげてください」と話し、
楽しい出前講座を修了しました。

立ち上る湯
ゆ げ

気を見て温度を判断しています
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　日本は、すべての人が生涯にわたり公的な医療保険に加入する「国民皆保険制度」
の国で、必要なときに誰もが医療を受けることができます。しかし、加入する医
療保険が変わるときには届け出が必要なことをご存じですか？会社を退職して社
会保険などの資格を喪失した後、次の医療保険に加入する届け出をせずに無保険
状態になっていたり、国保に加入していた人が会社の社会保険などへ加入したの
に、国保を脱退する届け出をしていなかったりなど、心当たりはありませんか？
　心当たりがある人は、下記のＱ＆Ａをご参照のうえ、速やかに国保年金課また
は各市民センターで届け出をお願いします。

Ａ      　退職後すぐに再就職して切れ目なく社会保険
に加入する場合を除き、必ず次の３つの中から
選択して公的医療保険に加入しなければなりま
せん。
①国民健康保険に加入する。
②社会保険の任意継続をする。
③家族の社会保険の被扶養者となる。
　国保に加入する場合は、社会保険の資格喪失
証明書（退職日が確認できる証明書 )・印鑑・個
人番号（通知）カード・身分証を持って国保年
金課または各市民センターで届け出が必要です。
②、③の届け出については、お勤め先か保険者
にお問い合わせください。
　国民健康保険の加入届け出が遅れた場合、届
け出をした月から加入するのではなく、加入の
資格を得た月までさかのぼって資格を取得し、
保険税を納めなくてはなりません。

Ｑ 　 　退職に伴い、社会保険の資格を喪失しました。
どうすればいいですか？

Ａ      　国民健康保険の資格喪失の届け出が必要です。
社会保険に加入した全員の社会保険証と国民健
康保険証・印鑑・個人番号（通知）カード・身
分証を持って国保年金課または各市民センター
へお越しください。
　届け出がないと、国保税と社会保険料を二重
に支払うことになります。

Ｑ 　 　国民健康保険に加入していましたが、社会保
険に加入しました。届け出は必要ですか？

　  心当たりありませんか
国保に加入するとき・脱退するときの届け出

平成28年7月31日

山鹿　太郎
山鹿市山鹿987番地3

男

山鹿

昭和○年○月○日　
平成○年○月○日　

山鹿　太郎

見本
国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

熊本県山鹿市山鹿987番地3 4 3 0 1 3 2
山 鹿 市

記 号
資 格
氏 名
住 所

生年月日
取得年月日

世帯主氏名

保険者住所 保険者番号

保 険 者 名

性 別

交付年月日
有 効 期 限
番 号 1234567　

T　  E 　 L   0968-43-1527

問い合わせ先…国保年金課　☎ 43 － 1527

無保険状態や二重払いを防ぐため、

速やかに届け出をお願いします！

　毎年３・４月は、就職や転勤などに伴う住所変更の手続きなどで、窓
口が大変混雑します。お待たせしてご迷惑をおかけする場合があります
が、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　手続きのときに、虚偽申請の防止と個人情報を保護するため、免許証
などで「本人確認」を行う場合があります。運転免許証や官公庁が発行
した顔写真入りの身分証明書などをご持参ください。
　また、本庁市民課では毎週木曜日（祝日を除く）に午後７時まで窓口
を延長し、証明書の交付などを行っていますのでぜひご利用ください（手
書きの税証明書などを除く）。なお、申請内容によっては証明書の交付
ができない場合がありますので、事前にお問い合わせください。
※各市民センターでは窓口延長を行っていませんので、ご注意ください。

1 市民課・各市民センターの窓口業務について 1

問い合わせ先…市民課　☎ 43 － 1169
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山鹿市消防本部広報

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
「
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」

春
季　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
実
施　
３
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪
ま
で

春
先
に
火
災
が
多
い
の
は
、空
気
が
乾
燥
し
、

季
節
風
の
強
い
風
が
吹
く
な
ど
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
象
状
況
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
野
焼

き
な
ど
の
火
入
れ
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
山

菜
採
り
や
森
林
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
入
山
者
が
増

え
る
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

※�

万
が
一
延
焼
拡
大
し
た
場
合
に
は
無
理
し
て

消
そ
う
と
せ
ず
、
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

と
と
も
に
、
速
や
か
に
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

火
入
れ
行
為
と
は
「
火
災
と
紛ま

ぎ

ら
わ
し
い
煙

な
ど
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
で

あ
り
、
消
防
署
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉

　
火
入
れ
行
為
の
届
け
出
は
、
火
災
と
区
別
を

す
る
確
認
方
法
と
し
て
提
出
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
決
し
て
火
入
れ
行
為
を
許
可
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

富
慈
園
に
鼓こ

て

き

た

い

笛
隊
セ
ッ
ト
寄
贈

　
１
月
26
日
、
山
鹿
市
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
か
ら
富

慈
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
一
般
財
団
法
人
「
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
」
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
一
環
と
し
て
、
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
家
久く

み

こ

美
子
園
長
が
「
こ
の
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
大
切
に

使
用
し
、
今
後
、
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
各
イ
ベ
ン
ト

で
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
な
ど
に
活
用
し
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
新
し
い
楽
器
に
目
を
輝
か
せ
、
最
後
に

「
防
火
の
誓
い
」
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
宣
誓
し
て
く
れ
ま

し
た
。

１

２

野焼きからの火災（林野火災など）にご注意を！

火入れ行為には届け出が必要です

や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
す
る
と
き
は
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●　

 

風
が
強
い
と
き
に
は
行
わ
な
い
。

●　

 

必
ず
２
人
以
上
で
行
う
。

●　

 

完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ

な
い
。

●　

 

水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
な
ど
消
火
の
準
備
を

し
て
お
く
。

届
け
出
が
必
要
な
行
為
と
は
？

●　

 

火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は
火
炎
を
発

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

●　

 

煙
火
（
が
ん
具
用
具
煙
火
を
除
く
）
の
打

ち
上
げ
ま
た
は
仕
掛
け
行
為

富慈園で鼓笛隊セットを前に記念撮影

大規模な阿蘇の野焼き

恐ろしい山林火災

火

全

災

国

予
防
運
動
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水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
配
備
し
ま
す

　
消
防
自
動
車
の
車
両
更
新
に
伴
い
、
山
鹿
消
防
署
に
新
し
く

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
仲
間
入
り
し
ま
す
。
装
備
、
機

能
が
充
実
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
車
体
後
部
は
オ
ー
ル
シ
ャ
ッ

タ
ー
式
と
な
っ
て
い
て
、
器
具
愛
護
の
面
で
も
さ
ら
な
る
期
待
が

持
て
ま
す
。

　
消
防
署
の
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
新
し
い
消
防
自
動
車
を

ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

①
的
確
で
迅
速
な
初
動
体
制
の
確
立

　

通
報
を
受
け
る
と
統
合
型
位
置
情
報
通
知
装
置
に
よ
り
災
害

発
生
地
点
を
素
早
く
特
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
の
内
容
に

応
じ
て
最
適
な
出
動
隊
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
指
令
員
は
通

報
内
容
を
聞
き
取
り
な
が
ら
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
災
害
に
対
し
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
初
動

体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
の
あ
る
災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
通
報
に
も

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
行
政
無

線
や
オ
フ
ト
ー
ク
と
連
動
し
て
災
害
発
生
情
報
の
広
報
を
行
う
こ

と
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※�

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
る
通
報
は
、
山
鹿
市
に
お

け
る
消
防
車
・
救
急
車
の
出
動
要
請
に
限
り
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
対
象
者
は
、
聴
覚
ま

た
は
言
語
、
音
声
な
ど
に
機
能
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
警
防
通
信
指
令
課
（
☎
43
ー
１
２
８
９
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

　

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
無
線
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
な
り
、
音
声
が

ク
リ
ア
に
な
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
流
出
防
止
力
も
高
ま

り
、
現
場
活
動
に
必
要
な
重
要
情
報
を
よ
り
安
全
に
通
信
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
を
災
害
か
ら
守
る

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
・

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

1500ℓの水を搭載
装備・機能が
パワーアップ！！

問
い
合
わ
せ
先
…
消
防
本
部　

☎
43
ー
１
１
９
４

高機能消防指令システムを配備した警防通信指令課
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600年以上続く伝統行事　大声で「かせいどり、どっさり、おいわいなー！」
…菊鹿町阿

あ さ ご

佐古地区の「かせいどりうち」 　１月 14 日

熊本県の文化振興に貢献
…山鹿灯籠師組合がくまもと県民文化賞受賞　１月 12 日

　「かせいどりうち」は阿佐古地区（蔵原賢
けんいち

一区長、61 戸）
の乙

おとすめ

皇神社に600 年以上前から伝わる伝統行事で、家内
安全や豊作を願って毎年１月14日の夜に行われるものです。
この日は地区の小学生ら11 人が顔を墨で黒く塗り、乙皇神
社にお参りした後、神様の使者として各家庭を回りました。
　訪問先の家庭では、いきなり玄関を開けて「かせいどり、
どっさり、おいわいなー！」と決まり文句を大声で叫び、大
きなしめ縄で上がり框

かまち

を思い切り叩きます。すると、突然のこ
とにびっくりした悪霊が逃げ出すそうです。その後、家人に
しめ縄を渡し、お礼に餅やお菓子をもらいます。
　子どもたちはこの行事を毎年楽しみにしていて、戦時中も

途切れることなく続いてきたそうです。決まり文句は「稼ぎとっ
て、どっさりお祝い」という意味で、顔を黒く塗るのは、悪
霊に気付かれないように闇に紛れてこっそり行くためです。し
め縄は稲わらと粟

あわ

で作られ、稲わらは田んぼを、粟は畑を
表し、豊作祈願の意味合いがあります。このしめ縄づくりも
子どもと保護者で行われていて、代々引き継がれています。
昔は数え年で９〜 13 歳の男子だけが行う決まりでしたが、
少子化のため現在は小学生全員で行っています。
　区長の蔵原さんは「子どもたちが頑張ったおかげで、今
年も豊作で１年間安全に暮らせます。子どもは少なくなりまし
たが、後世にしっかりと引き継いでいきます」と話しました。

左から中嶋市長、中島清
きよし

さん、畠山組合長、中島光
み つ よ

代さん、池田永
え い じ つ

実副市長

　山鹿灯籠師組合（畠山慶
け い じ

司組合長、組合員６人）が、
くまもと県民文化賞を受賞しました。これは地域の文化振興
に貢献した個人や団体に贈られるもので、ことしは２団体５
個人が受賞。同組合は山鹿灯籠の普及継承の取り組みな
どが評価されました。
　畠山組合長は「名誉ある賞をいただいて感激しています。
これに満足することなく、皆さんに感動してもらえるような灯
籠制作に努めます」と話しました。中嶋憲

けんせい

正市長は「山鹿
灯籠は全国的な評価も高く、よそでは決してまねできないも
ので、山鹿の宝です。長年のご労苦が評価されたと思います。
受賞おめでとうございます」とお祝いの言葉を述べました。

まずは全員で乙皇神社にお参りします しめ縄は１年間各家庭の神棚に供えられます

街角ぐるっとナビ 
子どもの健やかな成長を願って贈った布草履5000足
…赤ちゃん用布草履の贈呈　　　　　　　   １月 19 日
　鹿校通の古家隆

たかひろ

弘さん（80）征
せ い こ

子さん（73）ご夫妻は、
10 年前から毎年 500 足の布草履を手作りして、山鹿市へ贈
呈されています。ことしも３〜４カ月児健診に合わせて山鹿市
健康福祉センターで贈呈式が行われ、山鹿市を代表して堀
田浩

こういちろう

一郎教育長が5000足目となる布草履を受け取りました。
その後、古家さんご夫妻から健診に来た親子に、直接布草
履を手渡していただきました。お母さんたちは「かわいい！大
事にします！」と感激した様子で、いとおしそうに布草履を受
け取っていました。古家さんご夫妻は「喜んでいただき、こ
ちらが元気をもらいました。体が続く限り作り続けたいと思い
ます」と話しました。長年のご厚意に心から感謝します。

古家さん（右）から布草履を受け取る東山綾
あ や の

乃さんと朝
あ さ ひ

飛ちゃん（２月９日の健診時）
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寒さに負けない元気な子どもたちの公演。小
こ や ま

山薫
く ん ど う

堂さんも応援しています
…第２回山鹿おもてなし子ども祭り　　　  １月 24 日

八千代座狂言教室の子どもたちによる狂言の披露 たくさんの拍手に包まれた感動のフィナーレ

　大雪に見舞われたこの日、八千代座でおもてなし子ども祭
りが開催されました。これは山鹿もてなしたい（山本博

ひろし

代表）
が昨年から行っているもので、毎月第２、第４日曜日にさくら
湯前で行われている「おもてなし子ども公演」の出演団体
など11 団体が出演し、太鼓や三味線、狂言、フラダンスなど、
いろいろな演目で来場者を楽しませてくれました。司会進行
は市内４つの高校生で構成する「四高会議」の皆さんが行
い、来場者とゲームを行うなど、会場を盛り上げました。
　また、これに先立って１月22日に八千代座交流施設で行
われた米田小学校の漫才と山鹿中学校の太鼓の練習には、
脚本家の小山薫堂さんが応援に駆け付けてくれました。おも

てなし子ども公演は、昨年度の熊本県第２回スマイルデザイ
ンコンテストで最優秀賞を受賞していて、審査員だった小山
さんがぜひ見てみたいと希望され、この日の応援が決まっ
たものです。小山さんは「太鼓も漫才もとても素晴らしかっ
た。本番は見に行くことができません
が、お客さんをたくさん笑わせ、感動
させてください」と激励しました。
　本番では小山さんの言葉どおり子ど
もたちは精いっぱい頑張り、会場は笑
顔と拍手に包まれていました。 小山さん

山鹿市チームが５位入賞！
…第 33 回熊日郡市対抗女子駅伝大会　　　１月 24 日

5 位入賞した山鹿市チームの皆さん

　熊日郡市対抗女子駅伝大会が、びぷれす熊日会館（熊
本市中央区）前を発着点として７区間 28.4kmのコースで
行われ、19 郡市がタスキをつなぎました。前日に行われた
山鹿市チームの結団式では、開新高校３年生の栗原悠

ゆ う か

圭さ
ん（菊鹿町下永野）が力強く選手宣誓。大会当日は非常
に強い寒波が襲来しましたが、山鹿市チームは一丸となって
激走し、５位入賞という好成績を収めました。閉会式では、
長年のトレーニングでこの大会に１０回目の出場を果たした
大城戸順

じゅんこ

子さん（山鹿市中）が表彰されました。雪の舞い
散る中、選手・役員の皆さん、大変お疲れ様でした。ご声
援をいただいた市民の皆さん、ありがとうございました。

安心して暮らせる福祉のまちを目指して
…第３回山鹿市障がい者支援地域福祉セミナー　１月 30 日
　障がい者支援地域福祉セミナーを鹿本市民センターで開
催し、市民や民生児童委員、福祉・教育関係者など約 80
人が参加しました。このセミナーは障がいについて市民の理
解を深め、障がい者の皆さんが住み慣れた地域で安心して
自分らしく暮らすために、地域で見守り支え合う体制づくりを
目指して行ったものです。「山鹿きぼうの家」の武田信

し ん じ

二施
設長が地域活動支援センターの説明を行い、教育委員会
の河田輝

てるひこ

彦審議員が山鹿市の特別支援教育「インクルーシ
ブ教育」の充実に向けての取り組みを報告。要約筆記の
実演や障害者差別解消法施行に向けての講話もあり、参加
者はメモを取りながら熱心に話を聞いていました。

メモを取りながら話を聞く参加者。右のスクリーンでは要約筆記の実演
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街角ぐるっとナビ 

子どもたちの健やかな成長のために
…かおう保育園で「思いやりの心を育む人権教室」　２月 10 日

赤穂義士17士を供養
…義士慰霊祭と大石内

く ら の す け

蔵助ゆかりのハゼの木植樹式　２月４日

　山鹿人権擁護委員協議会（近藤安
やすたか

隆会長、会員 26 人）
が、かおう保育園（福山節

せ つ こ

子園長、園児 156 人）で、園
児と保護者を対象に人権教室を行いました。まずは園児の
ために紙芝居「ぐらぐら森のおばけ」と人形劇「おむすびこ
ろりん」を実演。園児は楽しみながら「いじめ」をしてはい
けないことや「良い行い」と「悪い行い」について学びまし
た。続いて近藤会長が保護者に向けた講話を行い「子ども
たちの健やかな成長のために、子どもと『むきあう』『かか
わる』『つながる』の３つが大事であり、子どもにだけ理想
を求めるのではなく、親も学び続けてください」と話しました。
協議会では、各小中学校でも人権教室を行っています。

　赤穂義士 17 士の遺髪塔がある日輪寺で、市民や関係者
ら約 100 人が参加して義士慰霊祭が行われました。この日
は姉妹都市の赤穂市から明石元

もとひで

秀市長も参加。明石市長は
「山鹿市の皆様には 300 年以上も17 士を供養していただき、
本当にありがとうございます。人と人とのつながりがとても大
事だとあらためて感じました。今後も両市のつながりを大事に
して、さまざまな交流をお願いします」とあいさつされました。
　また、山鹿青年会議所が昨年赤穂市から寄贈されたハゼ
の木の植樹式も行われました。これは大石内蔵助が植えた
ハゼの木から種をとったものだそうで、中嶋憲

けんせい

正市長と明石
市長が両市の発展を祈念して植樹しました。

人形劇を楽しむ子どもたち

植樹式の様子。左から中嶋市長、山鹿青年会議所川上 武
たける

理事長、赤穂市明石市長

豊かな自然や歴史ある鹿央路で心弾ませる
…第 45 回健康づくり「歩け！あるけ！大会」   ２月 11 日

豊前街道を彩る和傘や竹灯りのオブジェ
…第 14 回山鹿灯籠浪漫・百華百彩　　  ２月の金・土

好天に恵まれ、足取りも軽い参加者

傘灯りの前で山鹿灯籠踊りを披露する山鹿灯籠踊り保存会

　ことしで 45 年目となる「歩け！あるけ！大会」を、山内小
学校を起点として国見山や康

こ う へ い じ

平寺（霜
し も の

野）を巡る８㎞のコー
スで開催。昨年より多い 170 人が参加して、鹿央の文化遺
産や初春の風景を楽しみながら元気に歩きました。
　康平寺では、文化財保護委員の多

た だ く ま

田隈亮
りょうすけ

典さんから歴
史や文化財などの話があり、参加者は疲れを忘れて興味深
そうに聞き入っていました。
　ゴール地点では、ひまわり会（代表丸山利

り え こ

惠子さん、会
員 12 人）の皆さんが早朝から豚汁 300 食分を準備。この
豚汁が楽しみという人も多く、参加者は持参したおにぎりと
一緒に美味しそうに食べていました。

　ことしで 14 回目となった山鹿灯籠浪漫・百華百彩が豊前
街道界隈で行われ、かつて西日本一の生産量を誇った山
鹿傘をモチーフとした 500 本の傘灯りや、6000 個の竹灯り
のオブジェが街並みを幻想的に照らし、たくさんの観光客で
にぎわいました。５日に八千代座エントランスで行われた点
灯式では、山鹿灯籠踊り保存会が傘灯りの前で山鹿灯籠踊
りを披露し、優雅な踊りと金灯籠のゆらめきに、多くの人が
足を止めて魅入っていました。期間中、八千代座では「山
鹿風情物語」と題した山鹿灯籠踊りと山鹿太鼓の共演が行
われ、静と動の華やかな舞台で山鹿の風情を堪能した来
場者から、大きな拍手が送られました。
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、

内田小学校が優勝
…第39 回新春かるた会　　　　　　　２月７日

、

めのだけ小学校の工事が始まりました
…めのだけ小学校増築改修工事安全祈願祭　１月 25 日

　今回で39 回目となる山鹿市文化協会主催の新春
かるた会が鹿本高校で開催されました。山鹿市はもと
より玉名、菊池地域からも小中学生が参加して、にぎ
やかな大会となりました。優勝は内田小Ａチーム、準
優勝は内田小Ｂチーム、３位は六郷小Ａチームとなり、
上位チームは日ごろの練習の成果が発揮できたよう
です。子どもたちは競技かるたを通じて集中力を高め
るだけでなく、礼儀作法や伝統文化も学んでいます。
　大会の運営は鹿本高校「百人一首競技かるた部」
の生徒が行い、休み時間には卒業生による模擬競技
も行われました。

　米野岳中学校区の４小学校（千田小、米野岳小、
山内小、米田小）を統合し、平成29 年４月に現在の米
田小学校の位置に「めのだけ小学校」が開校します。
開校に向けて、米田小学校を増築改修する工事が始
まるため、工事関係者など約60 人が参列し、安全祈
願祭が行われました。
　地鎮の儀などが執り行われた後、池田永

えいじつ

実副市長
が「学校規模適正化を図ることで、未来を担う子ども
たちにより良い教育環境を整備することができます。工
事の安全と校舎が無事完成しますことを心より祈念申
し上げます」とあいさつしました。

集中して真剣勝負しています

鍬入れの儀を行う池田副市長

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

幸ヶ丘チーム　大会 10 連覇達成！
…第 31 回鹿北町駅伝大会　　　　　　　　　　　　　　  ２月７日

　16チームが参加して９区間
16.8kmを競い、幸ヶ丘チーム
が先頭からアンカーまで一度も
トップを譲ることなく、圧勝で
10 連覇を達成しました。２位
は原Aチーム、３位は荒平A
チームという結果でした。
　大会終了後にはお楽しみ抽
選会を開催し、東野チームが
２年連続のダイヤモンド賞（特
賞）を獲得しました。小学生区間は短距離を走るような勢い

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ
安心して在宅医療を受けてください
…在宅医療菊鹿地区住民フォーラム　　　　　　　　　　１月23 日
　在宅医療推進の一環として、県・市・
鹿本医師会共催による住民フォーラムを
菊鹿地区公民館で開催。200 人を超え
る参加があり、地域の皆さんの在宅医療
への関心の高さが感じられました。きくか
松岡クリニックの松岡三

みつまさ

正先生と矢
や は ず

筈荘
居宅介護支援事業所の水上京

きょうこ

子介護支
援専門員が講演され、松岡先生は「入
院や施設入所と同様に、在宅でいろい
ろなケアができるので、安心して在宅医
療を受けてください」と話されました。

タスキがつなぐ地域の絆
…第 42 回菊鹿一周駅伝大会　　　　　　　　　　　　　  ２月７日
　菊鹿運動広場をスタート、ゴールとする10 区間、約 20ｋｍのコースに、
各地区から31チームが参加して熱い戦いを繰り広げました。今年度で閉
校となる菊鹿の３小学校の
先生方も23 人で１チームを
つくり、タスキをつないで大
会を盛り上げました。
　優勝は７区、２位は８区
A、３位は島田という結果で
した。沿道ではたくさんの人
が全力で走る選手に大きな
声援を送っていました。 スタート直後の様子

熊本県文化財功労者表彰
…西村亮

りょういち

一さん　御宇田（鹿本）
　平成 27 年度熊本県文化財保護大
会で熊本県文化財功労者として表
彰されました。西村さんは永年に
わたり文化財保護委員を務められ、
鹿本地区を中心とした文化財の保
護に尽力されています。
　特に鉄道に関する研究を深めら
れ「鹿本鉄道菊池川橋梁トラス」
を水辺プラザかもと敷地内に展示
保存することに力を尽くされまし
た。

満員となった会場
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山鹿中学校から　　　　　　　　　　　　１月８日
出会いの輪

　山鹿中学校男子駅伝チームの今村真
ま ろ

路さん（３
年）が、県代表チームの一員として天皇杯第 21 回
全国都道府県対抗男子駅伝大会への出場を決めま
した。同じく女子駅伝チームの黒田澪

みお

さん（３年）、
堤好

す み か

伽さん（２年）も、県代表として皇后杯第 35
回全国都道府県対抗女子駅伝大会への出場が決定。
　また、昨年の JOCジュニアオリンピックカップ
全国弓道大会男子個人の部を制して日本一に輝い
た米加田璃

り く

空さん（３年）が、2015 年に国内外の
スポーツ大会で活躍した県関係選手に贈られる「熊
日スポーツ賞」を受賞。４人が中嶋憲正市長に報
告に訪れました。
　中嶋市長は「新年早々大変うれしいニュースを
ありがとうございます。駅伝に出場する皆さんは

全国都道府県対抗駅伝大会出場および熊日スポーツ賞受賞報告
県代表として堂々と素晴らしい走りを見せてくだ
さい。米加田さんはこの賞を励みにしてさらに成
長してください」と激励しました。
　今後もさらなる活躍を期待しています。

左から黒田さん、堤さん、中嶋市長、今村さん、米加田さん
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す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
３
１
０
１

（
バ
イ
オ
工
学
科
）

マ
イ
ラ
ス
　
馬ば

と

う

き

ん

頭
琴
・
ホ
ー

ミ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

熊
本
・
モ
ン
ゴ
ル
文
化
交
流
協
会

　
モ
ン
ゴ
ル
の
民
話
「
ス
ー
ホ
の
白

い
馬
」
に
も
登
場
す
る
民
族
楽
器
・

馬
頭
琴
と
、
民
族
間
に
伝
わ
る
歌
唱

法
ホ
ー
ミ
ー
の
、
美
し
い
響
き
に
酔

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

◦
日
時
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
平
小
城
公
民
館

◦�

年
会
費
　
５
０
０
０
円
（
材
料
費

別
、
月
謝
は
不
要
）

◦�

募
集
人
員
　
若
干
名
（
初
心
者
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
４
５
６
１

（
山
﨑
）

第
12
回
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

山
鹿
ボ
ラ
ン
ティ
ア
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

　
夢
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
　
３
月
27
日
㈰

　
午
後
１
時
開
場
、
１
時
半
開
演

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ひ

だ
ま
り
）

◦�

入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
０
５
８
３

（
手
島
）

40歳の記念に母校へ恩返し
平成２年度山鹿中学校卒業生

　平成 28 年１月２日、私たち卒業生
は 40 歳という節目の年を迎えるにあ
たり、山鹿ニューグランドホテルで同
窓会を開催しました。
　そこで、お世話になった母校への感
謝の気持ちを寄付金として、１月 20
日に代表者４人で山鹿中学校を訪問し、
15 万 4,224 円を贈呈させていただきま
した。 い

し
れ
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
４
月
２
日
㈯
　
午
後
１
時

開
場
、
２
時
開
演
、
３
時
半
終
演

◦�

場
所
　
八
千
代
座

◦�

入
場
料
　
前
売
り
２
５
０
０
円
、

当
日
３
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
‐
３
９
７
７
‐
５
８
３
７

（
徳
永
）大野朗

あきひさ

久校長に寄付金を手渡す卒業生代表
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全
九
州
選
抜
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

城
北
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
城
北
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
１
月
23
日
・
24
日
に
開
催
さ
れ

た
熊
本
県
下
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
優
勝
し
、
２
月
12
日
か
ら

長
崎
県
島
原
市
で
開
催
さ
れ
た
第
26

回
全
九
州
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
予
選
リ
ー
グ
第
２
戦
で
フ

ル
セ
ッ
ト
の
末
、
惜
敗
し
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
は
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
夏
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
、

さ
ら
な
る
チ
ー
ム
向
上

へ
の
課
題
を
見
い
だ
せ

ま
し
た
。
日
々
練
習

に
一
生
懸
命
精
進
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
温
か
い
ご
声
援
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
に
、

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

山
鹿
の
に
ぎ
わ
い

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
　
３
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容
　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

「
ざ
ん
さ
ん
の
お
は
な
し
劇

場
」（
ひ
と
り
芝
居
）

山
鹿
子
ど
も
劇
場

◦
日
時
　
３
月
10
日
㈭
　
午
後
７
時

◦
場
所
　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

内
容
　「
ざ
ん
さ
ん
」
は
、
と
っ

て
も
お
話
が
上
手
。
周
り
の
人
を

楽
し
く
す
る
名
人
で
す
。

◦�

参
加
費
　
会
員�

無
料
（
当
日
入

会
可
）、会
員
外�

大
人
８
０
０
円
、

子
ど
も
（
４
歳
以
上
）
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
６
０
３
‐
１
８
９
５

（
川
端
）

☎
０
９
０
‐
９
７
２
２
‐
５
２
１
３

（
中
島
）

第
８
回
コ
ー
ラ
ス
鹿
本

心
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ラ
ス
鹿
本

　
昔
の
懐
か
し
い
歌
な
ど
を
、
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
！

◦
日
時
　
３
月
13
日
㈰
午
後
１
時
半

◦�

場
所
　
ゆ
〜
く
ん
ち
（
鹿
本
町
）

◦�

入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
３
０
６
２

（
荒
尾
）

千
代
の
園
新
酒
ま
つ
り

下
町
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
山
鹿
で
活
躍
し
て
い
る
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
家
の
皆
さ
ん
と
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

図
書
フ
ェ
ス
タ

「
お
は
な
し
会
」

や
ま
が
図
書
館
友
の
会

◦
日
時
　
３
月
12
日
㈯
　
午
後
２
時

◦
場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
　
人
形
劇
団
「
う
ず
ら
の
た

ま
ご
」
に
よ
る
楽
し
い
人
形
劇
。

◦�

参
加
費
　
無
料
※
申
し
込
み
不
要

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
４
９
９
５
‐
６
７
８
７

（
吉
田
）

子
ど
も
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
３
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　�

山
鹿
中
学
校
太
鼓

　
３
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　
子
ど
も
灯
籠
踊
り

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費
　
無
料

山
鹿
だ
い
す
き
！

ま
ち
づ
く
り
養
成
塾

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
　
３
月
９
日
㈬
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ひ

だ
ま
り
）

◦�

テ
ー
マ
　「
装
飾
古
墳
と
そ
の
活

用
に
つ
い
て
」

◦�

講
師
　
県
立
装
飾
古
墳
館

　
館
長
　
木
﨑
康や

す
ひ
ろ弘
さ
ん

※�

山
鹿
の
宝
探
し　
塾
生
募
集

　
「
や
ま
が
」
宝
探
し
わ
く
わ
く
塾

　
４
月
開
講
。
１
年
間
か
け
て
宝
を

探
し
、
発
信
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
第
３
水
曜
日
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ひ

だ
ま
り
）

◦�

塾
長
　
県
立
装
飾
古
墳
館
館
長
　

木
﨑
康や

す
ひ
ろ弘

さ
ん
、
鞠き

く
ち
じ
ょ
う

智
城
温
故
創

生
館
館
長
　
西
住
欣き

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

◦�

定
員
　
50
人

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い
　
山
本
）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
問☎ 090 ‐ 5747 ‐ 5136（小川）

▶あんずの丘押し花館�押し花展
　期間　３月１日㈫〜４月 30日㈯
　時間　10：00 〜 17：00
　　　　（金・土・日曜日のみ）

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）
問☎ 36‐ 3838

▶私の春みっ〜けた
　期間　３月１日㈫〜 15日㈫
▶魂活イベント
　期間　３月 16日㈬〜 31 日㈭
※月曜日定休。時間は 10：00 〜 17：00

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44‐ 4835

▶山鹿市美術協会絵画作品展
　期間　３月１日㈫〜 15 日㈫
▶山鹿市公民館日本画講座作品展
　�期間　３月 16 日㈬〜 31 日㈭
※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

て
い
ま
す
。

◦
日
時
　
３
月
13
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◦
場
所
　
下
町
通
り（
豊
前
街
道
沿
い
）

◦�

内
容
　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
の
販
売

ほ
か
、
お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
！

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
５
７
４
７
‐
５
１
３
６

（
小
川
）
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肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
二
月
例
会

互
選
句

ま
だ
で
く
る
　
昔
の
う
で
は
さ
び
と
ら
ん

古
川
ひ
ろ
み

お
客
さ
ん
　
酒
の
さ
か
な
も
な
か
と
こ
れ

井
上
芙
美
子

遅
か
っ
た
　
早
よ
ぅ
検
診
し
と
く
な
ら

宮
園
須
眞
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

一
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

正
月
ど
ま
　
禁
酒
禁
欲
解
い
て
く
れ

長
瀬
　
狂
介

梅
一
輪
　
絵
手
紙
そ
え
て
年
賀
状古

里
イ
ツ
代

ラ
ッ
キ
ー
　
掃
除
し
て
た
ら
へ
そ
く
り
が

宮
川
　
幸
代

か
く
し
芸
　
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
に
ゃ
ん

岡
山
　
お
筆

子
守
唄
　
聞
い
て
た
孫
も
パ
パ
さ
ん
に

稗
田
　
　
恵

新
谷
不
動
選

梅
一
輪
　
天
神
さ
ん
も
里
心

落
合
　
万
吉

ラ
ッ
キ
ー
　
風
の
無
ァ
な
ら
凡
フ
ラ
イ

立
山
　
連
峰

ゆ
さ
ぶ
っ
て
　
息
の
止
っ
ち
ゃ
お
ら
ん
ど
か

長
野
　
お
節

子
守
唄
　
五
木
の
里
も
子
は
居
ら
ん

川
上
　
火
男

正
月
ど
ま
　
お
節
に
雑
煮
ジ
ャ
パ
ン
食

遠
藤
　
上
気

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

切
り
干
し
を
陽
を
追
っ
て
干
す
荒
む
し
ろ
　
酒
井
　
睦
美

落
椿
美
し
き
ま
ま
句
友
逝
く
　
　
　
　
　
　
飯
川
　
貞
子

※�

菊
鹿
銀
河
俳
句
会
の
投
稿
は
３
月
号
で
終
了
し
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

石
垣
に
草
芽
顔
出
す
春
隣
　
　
　
　
　
　
　
東
田
　
一
子

そ
れ
ぞ
れ
に
自
慢
の
味
や
大
根
漬
　
　
　
　
原
　
ケ
イ
子

雑
煮
鍋
良
き
も
悪
し
き
も
納
め
け
り
　
　
　
福
島
　
好
美

鹿
本
町
俳
句
教
室　

一
月
例
会

利
光
釈
郎
選

つ
つ
ま
し
く
年
を
重
ね
て
な
づ
な
さ
粥
　
　
坂
田
　
昭
代

福
引
の
特
等
に
打
つ
大
太
鼓
　
　
　
　
　
　
福
島
　
幸
代

霧
晴
れ
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和
か
な
　
　
戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会
　
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

竹
林
の
風
に
育
ち
し
笹
子
か
な
　
　
　
　
　
近
藤
　
律
子

山
間
に
登
る
汽
笛
の
凍
て
に
け
り
　
　
　
　
中
原
　
英
明

待
ち
か
ね
し
花
芽
か
す
か
に
出
で
し
庭
　
　
光
永
　
紀
子

鹿
本
短
歌
会　

一
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

こ
れ
か
ら
は
短
歌
指
折
り
歌
ひ
つ
つ
灯
し
て
ゆ
か
む
私
の
道
を
　
　
　
　
平
野
　
和
子

水
溜
り
に
写
る
冬
空
底
ひ
な
る
天
に
向
ひ
て
伸
び
る
枝
え
だ
　
　
　
　
　
森
本
す
み
子

煌
々
と
霧
雨
晴
ら
す
太
陽
が
虹
の
半
円
消
し
て
ゆ
く
な
り
　
　
　
　
　
　
荒
尾
智
恵
子

石
人
短
歌
会　

一
月
例
会

富
田
豊
子
選

初
日
の
出
　
庭
木
燦
然
と
輝
け
り
今
年
の
安
全
祈
り
合
掌
　
　
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

仁
田
峠
　
遥
か
か
な
た
に
山
々
の
雲
海
望
み
ひ
た
走
る
バ
ス
　
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

あ
ら
た
ま
の
白
く
光
る
は
梅
の
花
正
月
客
と
微ほ

ほ
え
み笑

交
す
　
　
　
　
　
　
　
三
森
　
京
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
二
月
例
会

春
だ
よ
と
池
の
面
そ
っ
と
た
た
け
ど
も
め
だ
か
は
出
で
ず
わ
く
ら
ば
の
か
げ�

関
　
ケ
イ
子

唸
り
節
効
か
せ
て
久
原
お
ろ
し
吹
く
大
寒
三
日
目
雪
起
こ
し
の
風
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

し
ん
し
ん
と
雪
ふ
る
庭
に
万
両
の
朱
実
ね
ら
ふ
か
鵯ひ

よ

の
舞
ひ
く
る
　
　
　
鶴
田
　
美
昭

鹿
北
短
歌
会　

二
月
詠
草

峠
路
は
色
と
り
ど
り
に
も
み
じ
せ
る
越
え
ゆ
く
わ
れ
は
何
色
な
ら
む
　
　
弓
掛
む
つ
子

あ
っ
た
か
い
コ
タ
ツ
に
入
り
て
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
滴
し
香
り
楽
し
む���

古
川
　
恵
子

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
む
け
「
は
や
ぶ
さ
２
」な
が
き
旅
路
に
エ
ー
ル
を
送
る�

貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会　

一
月
詠
草

年
の
瀬
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
多
く
先
づ
は
納
豆
苞つ

と

を
編
み
を
り
　
　
　
片
山
　
陽
子

寒
風
は
野
辺
を
走
り
て
ふ
わ
ふ
わ
と
穂
先
波
う
つ
枯
れ
尾
花
か
な
　
　
　
富
田
　
龍
子

マ
カ
ロ
ニ
の
サ
ラ
ダ
に
り
ん
ご
入
れ
て
ね
と
二
十
六
糎
の
靴
を
は
く
孫
　
渕
上
ヨ
シ
子

鹿
央
短
歌
会　

一
月
作
品

音
も
な
く
散
り
ゆ
く
紅
葉
の
色
冴
え
て
風
さ
は
や
か
に
裸
木
と
な
る
　
　
竹
原
　
黎
子

里
山
と
い
ふ
名
も
む
な
し
く
な
り
に
け
り
冬
の
山
に
も
入
る
人
を
ら
ず
　
村
田
　
一
幸

早
々
と
老
い
へ
の
背
中
押
す
や
う
に
介
護
保
険
の
証
書
が
届
く
　
　
　
　
江
藤
美
知
子

三
岳
短
歌
会　

一
月
例
会

慌
た
だ
し
き
年
の
暮
れ
な
る
配
り
物
急
ぐ
頭
上
に
キ
ジ
が
飛
び
ゆ
く
　
　
迎
田
　
栄
子

細
り
ゆ
く
命
を
つ
な
ぐ
わ
が
犬
の
懸
命
あ
つ
ぱ
れ
こ
の
年
が
ゆ
く
　
　
　
山
口
多
恵
子

道
の
端
の
雑
草
楽
し
菜
の
花
も
小
春
日
和
に
黄
の
花
咲
け
り
　
　
　
　
　
渡
辺
　
和
代
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『やまが肝いりどん』通信
♥まだ登録されていない独身者（男性・女性）へひと言
　夫：素敵な出会いが待っているので、ぜひとも登録し
　　　てみてください！
　妻：登録してみることで、出会いのきっかけが広がると
　　　思うので、出会いを大切に頑張ってください。

～～～肝いりどんよりお祝いのメッセージ～～～
　登録をされたのがきっかけで、めでたくゴールインされ、
本当に良かったですね。結婚をしたいという積極的な気
持ちが実を結んだのだと思います。おめでとうございます。
お幸せに。

※�やまが肝いりどんとは、本市が行う結婚支援「やまが
肝いりどん」事業の相談員です。

肝いりどんについての問い合わせ先
…地域生活課　☎ 43 － 1114

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】
【菊鹿】
【鹿央】

　専業主婦の私は、ある日、自分の顔
が夫とそっくりになっていることに気
付き…。
　「夫婦」という形式への違和を軽妙
洒脱に描いた表題作は、2016 年１月に
芥川賞受賞作品。

『異
い る い こ ん い ん た ん

類婚姻譚』
本谷有希子 / 著　講談社 / 出版

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・春の子ども上映会
　「トムとジェリー（短編全８話）」
　▷３月19日㈯　午後２時半から（60 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・図書館 deシネマ
　「君に届け」
　▷３月27日㈰　午後２時から（130 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷３月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷３月１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫・29日㈫
・山鹿で頑張る企業「㈱九州エフテック」をご紹介！
・特設「３・11」震災に関する本や資料を展示します。
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷３月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷３月３日㈭・10日㈭・17日㈭・24日㈭・31日㈭
・えほんコーナー「たくさんのともだち」に関連した本を展示します。
・青春コーナー「１人立ちのススメ!!」に関する本をご紹介しています。

休
館
日

ひだまり図書館
▷３月７日㈪・14日㈪・21日㉁・28日㈪
こもれび図書館
▷３月２日㈬・９日㈬・16日㈬・23日㈬・30日㈬

【ひだまり】
【こもれび】

　歴史的ゆかりのあるハレの和菓子か
ら昔懐かしい郷土菓子、さらには地元
にちなんだお菓子まで、エピソードと
ともに都道府県別に紹介します。

『47 都道府県・和菓子 / 郷土菓子百科』
亀井千歩子 / 著　丸善出版 / 出版

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】
【菊鹿】
【鹿央】

　「魔女の宅急便」シリーズに登場す
る多彩な脇役たちが語る、物語の向こ
うの物語。それぞれの人生を彩る不思
議と魔法のなかに、キキの面影が浮か
び上がる。魔女の宅急便の特別編です。

『キキに出会った人びと 魔女の宅急便 ＜特別編＞』
角野栄子 / 作　佐竹美保 / 画　福音館書店 / 出版

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310　　★こもれび図書館　　☎ 43 ｰ 1082　　★鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
 　★菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111　　★鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111　　★社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651

～～～私たち結婚しました～～～
　今年度、結婚された夫妻を紹介します。
♥登録しようと思ったきっかけは？
　夫：出会いの場を作りたかった。
　妻：出会いを求めて登録しようと思いました。
♥お互いの第一印象は？
　夫：まじめで清

せ い そ

楚な人だと思いました。
　妻：感じのいい人だなぁと思いました。
♥結婚を決めた理由は？
　夫：この人を大切にしたい！もっと笑顔が見たかったから。
　妻：一緒に居たい、一緒に頑張っていきたいと思える
　　　人だったから。
♥担当肝いりどんの印象は？
　夫：いろいろと親切にアドバイスをくれました。
　妻：話しやすい人で安心できました。
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第７回

浪ろ
う
し士

た
ち
の
供
養

　
前
回
は
幕
府
の
決
定
に
よ
っ
て
浪
士
た
ち
が
切
腹
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
浪
士
た
ち
切
腹
後
の

供
養
や
堀ほ

り
う
ち内
伝で

ん

え

も

ん

右
衛
門
の
行
動
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

浪
士
切
腹
後
の
細
川
家

　
切
腹
後
、
浪
士
た
ち
は
主
君
・
浅あ

さ
の野

内た
く
み
の
か
み

匠
頭
が
眠
る
泉せ

ん
が
く
じ

岳
寺

に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。細
川
家
で
は
切
腹
の
夜
、

浪
士
た
ち
の
遺
体
を
泉
岳
寺
へ
と
送
っ
て
行
き
、寺
へ
80
両（
現

在
の
価
値
で
８
０
０
万
円
ほ
ど
）
も
の
供
養
代
と
遺
品
類
も
全

て
渡
し
ま
し
た
。

　「
堀
内
伝
右
衛
門
覚お

ぼ
え
が
き書
」
に
よ
れ
ば
、
切
腹
の
決
定
が
下
る

前
、浪
士
の
一
人
の
富と

み
の
も
り森
助す

け

え

も

ん

右
衛
門
が
「
17
人
は
そ
れ
ぞ
れ
（
仏

教
の
）
宗
派
が
違
い
ま
す
。
も
し
も
切
腹
の
決
定
が
下
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
お
坊
さ
ん
、
ま
た
は
親
族
が
遺
体
の
引
き

取
り
に
来
る
で
し
ょ
う
が
、
絶
対
に
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

泉
岳
寺
境
内
の
空
き
地
に
全
員
一
緒
に
埋
葬
し
て
欲
し
い
の
で

す
」
と
希
望
し
て
い
た

こ
と
が
書
き
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
に
富
森

の
希
望
通
り
、
親
族
が

引
き
取
っ
た
間

は
ざ
ま

新し
ん
ろ
く六
を

除
い
て
泉
岳
寺
へ
埋
葬

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
泉
岳
寺
に
は

45
人
の
墓
と
間
新
六
、

引
き
上
げ
る
途
中
で
一

行
を
離
れ
切
腹
を
免ま

ぬ
が

れ

た
寺て

ら
さ
か坂
吉き

ち

え

も

ん

右
衛
門
、
家

族
に
討
ち
入
り
を
反
対
さ
れ
た
た
め
に
自
害
し
た
萱か

や
の野

三さ
ん
ぺ
い平

の

３
つ
の
供
養
塔
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
浅
野
内
匠
頭

墓
と
合
わ
せ
、
い
ず
れ
も
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉き

ら良
家
に
下
さ
れ
た
処
分

　
さ
て
、
浪
士
切
腹
と
同
じ
日
、
幕
府
は
吉
良
家
の
領
地
を
没

収
の
上
、
吉
良
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
の
孫
で
上
野
介
の
養
子
と
な
っ
て
い
た

左さ
ひ
ょ
う
え

兵
衛
義よ

し
ち
か周
を
信し

な
の濃
（
現
在
の
長
野
県
）
の
大
名
・
諏す

わ訪
家
に

預
け
る
決
定
を
下
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
幕
府
は
「
上
野
介
が
浅
野
内
匠
頭
に
対
し
て
卑ひ

き
ょ
う怯

な
行
い
を
し
た
の
で
、
そ
の
養
子
で
あ
る
義
周
は
親
の
犯
し
た

罪
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
浪
士
討
ち
入
り
の
際

の
義
周
の
行
動
は
不
届
き
な
（
武
士
道
に
劣
る
）
ふ
る
ま
い
だ
」

と
厳
し
く
断
罪
し
て
い
ま
す
（
義
周
は
浪
士
を
相
手
に
奮
戦
し

ま
し
た
が
、
背
中
を
切
ら
れ
て
気
絶
し
て
い
た
た
め
、
不
届
き

だ
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
す
）。
義
周
は
諏
訪
家
に
預
け
ら
れ

て
か
ら
ほ
ど
な
く
、
20
歳
余
り
の
若
さ
で
病
死
し
て
し
ま
い
、

跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
吉
良
家
は
滅
び
ま
し
た
。

堀
内
伝
右
衛
門
と
赤
穂
義
士
遺
髪
塔

　
堀
内
伝
右
衛
門
は
浪
士
た
ち
の
切
腹
が
決
ま
る
と
遺
髪
を

も
ら
い
受
け
ま
し
た
。
元げ

ん
ろ
く禄

16
（
１
７
０
３
）
年
９
月
、
伝

右
衛
門
は
江
戸
を
出
発

し
、
途
中
、
京
都
や
大

坂
で
浪
士
た
ち
の
親
族

や
関
係
者
の
も
と
を
訪

れ
て
、
預
か
り
中
の
浪

士
た
ち
の
様
子
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。
そ
し
て

熊
本
に
戻
っ
た
後
、
自

ら
の
菩ぼ

だ

い

じ

提
寺
で
あ
っ
た

山
鹿
市
の
日
輪
寺
に
遺

髪
塔
を
建
て
て
供
養
し

た
の
で
し
た
。

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課　

☎
43
‐
１
６
５
１

「
公
的
機
関
を
名
乗
り
、自
宅
に
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
」
と
い
う
相
談
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

【
事
例
】

　

公
的
機
関
（
市
役
所
、県
庁
、税
務
署
、警
察
な
ど
）

を
名
乗
り
、
消
費
者
の
自
宅
に
「
還
付
金
が
あ
り
ま

す
」「
そ
の
業
者
は
信
用
で
き
ま
す
よ
」
な
ど
の
電

話
が
あ
っ
た
と
い
う
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
「
A
T
M
で
還
付
金
の
受
け
取
り
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
A
T
M
を
操
作
し
、

お
金
を
騙
し
取
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

先
方
か
ら
の
電
話
で
言
わ
れ
た
連
絡
先
に
は
電
話

を
せ
ず
、
ま
ず
、
公
的
機
関
の
代
表
電
話
番
号
や

市
役
所
の
窓
口
、
警
察
署
な
ど
に
相
談
し
、
本
当

に
公
的
機
関
で
あ
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

●
　�

お
金
を
受
け
取
る
の
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
操
作
す
る
必
要
は

な
く
、
公
的
機
関
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
指
示
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

お
か
し
い
な
と
思
わ
れ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
43
‐
１
５
７
９

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

赤穂義士遺髪塔（山鹿市指定文化財）

赤穂義士墓（東京都港区・泉岳寺）



15　2016.3.1　広報やまが

問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより
              

家
庭
ご
み

収
集
日
程
表
に
つ
い
て

平成
28
年度

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
「
家
庭
ご
み
収

集
日
程
表
」
を
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
程
表
に
沿
っ
て
収
集
し
ま

す
の
で
、
収
集
日
を
十
分
ご
確
認
の

う
え
、
ご
み
の
種
類
な
ど
を
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
排
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
全
て
の
家
庭
ご
み
収
集
は
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、

遅
れ
て
出
さ
れ
る
と
収
集
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
排
出
時
間
は
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

平成 28 年度日程表。両面に印刷しています

「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

「
家
庭
ご
み
分
別
辞
典
」
は
保
存

版
で
す
。
継
続
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

家
庭
ご
み
分
別
辞
典



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　　　　「自立と共生」～共に夢、挑戦、自信～鶴城中学校

◦鶴城中学校データ◦　大瀨克彦校長　生徒数68人

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 6029　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

「子育て応援の店」
登録店

青井商店 鹿央町
（日用雑貨の店）

ミルク用のお湯の提
供・おむつ交換と授
乳の場所提供・子ど
もへの声掛け・見守
りなど

　愛らしく、かけがえのない赤ちゃん。そのやわらかなほっぺにそっと触れたとき、親となった喜びや幸せ
がいっぱい。たくさんの温かい愛情に包まれて、赤ちゃんたちが健やかに成長することを願い、子育て支援
センターはあなたの子育てを応援します。

◦インクルーシブ教育公開授業
　鶴城中学校の教育目標
は「自立と共生」です。３
年前から授業のユニバーサ
ルデザイン化の取り組みを
行ってきましたが、その成
果報告としてのインクルー
シブ教育（障がいのある子
どもも障がいのない子どもも共に学ぶ教育）の公開授
業（１年生・英語）を 11 月 20 日に行いました。ど
の子にも「分かる・できる」という達成感を持たせる
ために、ヒントカードやレベルアップカードなどを
使って、一人一人の子どもにあった個別の支援を行う
とともに、教室環境や教材・教具を整備して、全ての
子どもに分かりやすい授業を提案することができまし
た。来校いただいた多くの先生方に好評をいただきま
した。
◦命を大切にする教室
　12 月６日に、人権学習の授業参観と人権教育講演
会を開催しました。熊本県警察本部の協力を得て「命

の大切さを学ぶ教室」として、中谷加
か よ こ

代子さんに「歩（あ
ゆみ）と生きる」という演題で、被害者遺族としての
貴重な体験を聴かせていただききました。突然娘を亡
くした喪失感と後悔の念の中で、支えてくれた周囲の
人々の温かさを感じ、その中で生きることや周りの人
を大切にすることの意味を考えたこと、命を大事にし
て欲しいという強い思いを伝えられました。各自が、
自分の普段の言動を振り返ったり、家族や周りの人を
大事にすることをあらためて誓ったりするなど、心に
響く講演会になりました。

子どもに夢を　子育てに温もりを
〜山鹿に生まれてよかった　山鹿で育ててよかった　山鹿で暮らしてよかった〜

育児相談 あそびの広場

子育て講座・講習情報提供

話を聞いてもらってスッキリ！！
電話での相談もお受けしています。番号
は下記をご覧ください。

あなたの手元に届けます。
支援センター通信（毎月発行）、子育ての
ヒントとなる情報をはがきで提供します。

「へぇ～！あんな声の掛け方もあるん
だぁ！」いろいろなお母さんの子育て術
を学ぶことができます。

「これなら、私にもできそう！」親子で一
緒に成長できる講話や実習、遊びの紹介
などをします。

子育て支援センター・つどいの広場って、どんなとこ？

公開授業の様子

「命の大切さを学ぶ教室」で講演する中谷加代子さん。生徒たちの心に響く
講演会でした。
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　私には３人の子どもがいます。中学１年の長女、小学５年
の長男、そしてこの春、６歳の次女が卒園する年になり、長女
が入園して10 年が経ちました。小さな保育園ですが、先生、
保護者、地域の皆さんの協力体制からなる連携が実にすば
らしく、私もこの保育園を経て無事に成長しました。

　岳間の大自然に360 度囲まれた環境
で、四季折々の体験をしながら子どもたち
は通園しました。春の新茶と茶山唄踊り、夏
の夏祭り、秋は畑で野菜の収穫、冬はモグ

ラうちなど、楽しく笑い、時には厳しく指導をしてもらい感謝し
ています。私自身保護者として10 年間携わり、いろいろな行
事を経験したことも大きな宝になりました。一番の思い出は
12月にある発表会後の保護者余興です。子どもたちに負け
ないよう演奏や喜劇など皆でアイデアを出し合い、少ない時
間で高いクオリティーをいかに出せるかが面白かったです。
　次女が卒園後１年で岳間保育園は閉園します。小学校の
閉校にも立ち会いましたが、やはりなくな
るのは実に寂しいです。これから新たな
時代が動き始めるでしょうが、大きな岩
のある山の中の保育園に響き渡った子
どもたちの声はいつまでも忘れません。
ありがとうございました。　　　　 　　保護者　北原和

かず と も

智

　杉の子保育園は、昭和58 年４月に開園し、33 年の歴史
があります。私の長男・次男・長女も杉の子保育園で学び、
ことしの３月で一番下の長女が卒園します。長男を預けて
から13 年間の歳月、長いようで短かったことを振り返るとと
もに、子どもたちの大きな成長を感じ、入園して最初は保育
園に送ると泣く息子を先生に預け、何度も車内で目頭が熱く
なったことなどを思い出します。
　園内では毎日笑い声が絶えず響き、自分
の気持ち・相手の立場になって考える力、
何よりも子どもたちがイキイキしている姿を
見て、日々先生方に正面からしっかりと向き
合ってもらっている証拠だと感じ、先生と子ど
もとの間に絆ができている様子に親として安
心して子どもたちを預けることができました。

　園児の保護者の中には杉の子保育園
の卒園生も多く、そこには信頼・絆がある
と感じます。わが息子・娘が、いつかは親
となった時、自分の子どもを杉の子保育園
に預けて欲しいと感じるとともに、今まで
もこれから先も人との絆を大事にしてほし
い、そう願っています。

保護者会長　香本泰
やす ひ ろ

宏

　本校は「科学が大好きな子ども」の育成を大きな目
標の一つにしています。そのために日頃から自分の身
の回りにある自然の事物・現象に「おや？」「なぜ？」
といった思いを持つことを大切にしようと話していま
す。そのような思いを持つことで「もっと〜してみた
い」といった子どもの主体的な学習が始まると考えて
いるからです。

　理科の学習では、子ど
もたちの素直な疑問や気
付きを問題として捉え、
実験や観察を通して問題
解決を図っていきます。
子どもたちは自分で予想
を立て、実験方法を考え

実験に取り組みます。そのときの目の輝きは何とも言
えないものです。「何とかして疑問を解決したい」と
いう気持ちが子どもたちを突き動かします。そして、
ついに疑問が解決したとき学級のみんなに伝えたくな
ります。自分の考えを発表し合うことを通して、思考
が深まります。最後は、発見したことを日常生活と重

　　　科学大好き！稲田っ子
　　　～ソニー論文「優秀校」２年連続受賞～稲田小学校

絆を確かなものに
杉の子保育園☎43− 7571

10年分のありがとう
岳間保育園☎32− 2459

◦稲田小学校データ◦　五十嵐龍也校長　児童数101人

ね合わせて考えます。そうすることで理科（科学）の
よさや有用性を実感することができます。この繰り返
しで「科学大好き！稲田っ子」がすくすくと育ってい
るところです。
　昨年度に引き続いて、本年度もこのような取り組み
を論文にまとめ「ソニー子ども科学教育プログラム」
に応募しました。結果は２年連続で優秀校（本年度は
審査委員特別賞）に選ばれました。取り組みの成果を
認めていただき本当にうれしく思っています。これか
らも「科学大好き！」「理科大好き！」な子どもたち
をしっかり育てていきます。

園での様子

理科の授業の様子

「ソニー子ども科学教育プログラム」授賞式

大きく成長しました

大岩守さんに登ってポーズ

毎日元気いっぱい！



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎４３‐００５０

広報やまが　2016.3.1　18

　「平成 28年度各種健診希望調
査票」を 19 歳以上の人がいる
全世帯へ郵送しています。年に一
度は健診を受けて自分の健康状
態を確認し、生活習慣病予防に
役立ててください。
　希望調査票の提出期限は２月
26日でしたが、引き続き提出を受け付けています。返信用
封筒で返信するか、本庁（国保年金課・市民課）、山鹿健康
福祉センター（健康増進課）、各市民センターに設置してい
る回収箱に提出してください。健診申し込みの有無に関わ
らず、早めの提出をお願いします。詳しくは、健康増進課
へお問い合わせください。

「平成28年度各種健診希望調査票」の
提出はお済みですか

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳６カ月児健診
26年７月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３〜４カ月児健診
27年 11月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
27年７月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
３〜４カ月児健診
27年 11月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
27年４月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
27年４月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
24年 11月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】
20 21 22 23 24 25 26

７〜８カ月児健診
27年７月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
26年７月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
24年 11月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

27 28 29 30 31

３健康カレンダー
月

●
春分の日 振替休日

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は
健康増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印鑑、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
過去の妊娠・出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記�…【山健福】山鹿健康福祉センター　�【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

提出はお早めに！

　厚生労働省は毎年３月１日から８日までを
「女性の健康週間」と定め、女性の健康づくり
を国民運動として展開しています。生涯を通
じて健康で明るく、充実した日々を自立して
過ごせるよう、この機会に食事、運動など生
活習慣を振り返りましょう。
　また、ご自身やご家族が、
がん検診をまだ申し込んで
いない場合は、ぜひこの機
会にお申し込みください。

３月１日〜８日は女性の健康週間です

献血にご協力ください
【献血日】３月24日㈭
◦菊鹿市民センター
　受付時間
　 9：30～11：30

◦ JA鹿本菊鹿支所
　受付時間
��13：00～15：30
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ＭＲ（麻しん・風しん）２期

高齢者の肺炎球菌ワクチン

◦�対象者　
　①�県が実施する「熊本県風しん抗体検査事業」で予防接種
が必要と判断された人

　※�「熊本県風しん抗体検査事業」は２月 29日で終了し
ています。

　②�過去の風しん抗体検査（妊婦健診など）で、HI抗体価が
16倍以下相当だった人のうち妊娠を希望する女性

　※�妊娠中の女性および妊娠をしている可能性がある女性は、
予防接種を受けられません。

◦�接種料金　3,600円（接種料金の７割を市が助成しますの
で、３割の3,600円で接種できます）
◦�手続き方法　対象者で接種を希望する人は、健康増進課へ
ご連絡ください。詳しくは市のホームページをご覧ください。

風しん予防接種費用助成
◦�対象者　平成 21年４月２日〜平成 22年４月１日生ま
れの人（母子手帳で接種を確認し、まだ接種をしていな
い場合は、お子さんの体調が良いときに接種しましょう）
◦�接種料金　無料（全額市が助成します）

接種期限は３月31日㈭まで！
ＭＲ（麻しん・風しん）２期
高齢者用肺炎球菌ワクチン
風しん予防接種費用助成

◦�対象者　

　�※ �60 歳〜 64 歳以下で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫不
全の機能障害（身体障害者手帳１級相当）がある人も
対象となる場合があります。

◦�接種料金　2,500 円（接種料金の７割を市が助成しますの
で、３割の2,500円で接種できます）
※�対象者の人で、生活保護世帯の人は生活保護証明書、市
民税非課税世帯の人は平成 27年６月以降に交付された
市民税非課税世帯証明書を接種当日に医療機関に提出す
ると、接種料金は無料です。
◦�実施機関　山鹿市、植木町の医療機関（実施されていな
い医療機関もありますので事前にご確認ください）※上記
以外（県内）のかかりつけ医で接種が必要な人は接種前
に手続きが必要です。事前に健康増進課へご連絡ください。

年齢 生年月日
65歳 昭和 25年４月２日～昭和26年４月１日生
70歳 昭和 20年４月２日～昭和21年４月１日生
75歳 昭和 15年４月２日～昭和16年４月１日生
80歳 昭和 10年４月２日～昭和11年４月１日生
85歳 昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生
90歳 大正 14年４月２日～大正15年４月１日生
95歳 ��大正９年４月２日～大正10年４月１日生
100歳 大正４年４月２日～大正５年４月１日生

　将来、山鹿市内の医療機関などで、看護師または
准看護師として勤務しようとする人に対し、その修
学に必要な資金を貸与することにより、医療機関な
どの看護師等を確保し、地域住民の健康の維持およ
び増進を図ることを目的として、修学資金の貸与者
を募集します。

◦募集人員　３人程度
◦募集期間　３月１日㈫〜31日㈭
※�詳しくは、山鹿市ホームページをご覧ください。

山鹿市看護師等修学資金
貸与者を募集します

元気の
お手伝い

Vol.83
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口
に
す
る
言
葉
が
二
つ
あ
り
ま

す
。一つ
目
は
「
何
も
症
状
が
な
か
っ
た

ん
で
す
」。何
も
症
状
が
な
か
っ
た
か
ら

2013年の死亡率が多い部位
男性 女性 男女計

１位 肺 大腸 肺
２位 胃 肺 胃
３位 大腸 胃 大腸
４位 肝臓 すい臓 すい臓
５位 すい臓 乳房 肝臓

大腸を結
腸と直腸
に分けた
場合

結腸４位
直腸８位

結腸３位
直腸９位

結腸３位
直腸７位

元データ：人口動態統計によるがん死亡データ
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街
角
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
自
由
に
利
用
で
き

る
よ
う
身
近
な
と
こ
ろ
に
設
置
し
た
本

棚
一
本
分
の
ミ
ニ
図
書
館
の
こ
と
で

す
。

　
図
書
館
・
図
書
室
か
ら
遠
い
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
や
、
交
通
手
段
が
な
い

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
「
本
」
を
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
行
政
関

係
機
関
や
商
店
、
病
院
、
郵
便
局
な
ど

の
ご
協
力
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
図
書
館
の
職
員
が
街
角
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
出
向
き
、
設
置
し
て
い
る
約

50
冊
の
図
書
の
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
買
い
物
の
合
間
に
利
用
す
る
人

な
ど
に
大
変
好
評
で
す
。
ま
た
、
設
置

し
て
い
る
図
書
貸
出
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
箱
に
入
れ
れ
ば
、
図
書
を

借
り
て
帰
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
次
の

図
書
入
れ
替
え
の
日
ま
で
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
お
近
く
の
街
角
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
街
の
ミ
ニ
図
書
館

街
角
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か

山鹿地区
設置場所 図書入れ替え

１ 米田地区公民館 第４土曜日

２ 川辺地区公民館 第３木曜日

３ 八幡地区公民館 第２水曜日

４ 平小城地区公民館 第１木曜日

５ 三岳地区公民館 第１木曜日

６ 三玉地区公民館 第４木曜日

７ 大道地区公民館 第３金曜日

８ 温泉プラザ内ふるさと市場 第１金曜日

９ 精養軒 毎月上旬

10 山鹿中央病院 第１金曜日

11 さくら湯 第１金曜日

鹿北地区
設置場所 図書入れ替え

１ 鹿北老人福祉センター 第３木曜日

２ 鹿北郵便局 第３木曜日

３ 広見郵便局 第１木曜日

鹿央地区
設置場所 図書入れ替え

１ 肥後山内郵便局 第４金曜日

２ 千田郵便局 第４木曜日

３ 米野岳簡易郵便局 第２金曜日
菊鹿地区

設置場所 図書入れ替え

１ 内田郵便局 第２金曜日

２ 城北郵便局 第３金曜日

鹿本地区
設置場所 図書入れ替え

１ 鹿本ふれあいセンター 第３水曜日

２ 水辺プラザかもと 第３金曜日

問い合わせ先…ひだまり図書館　☎ 46 － 1310

平小城地区公民館での貸し出しの様子

※�月ごとの入れ替え日時につい
ては、左ページの巡回カレン
ダーをご確認ください（精養
軒、温泉プラザ内ふるさと市
場を除く）。

�川辺地区公民館の街角ライブラリー�
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平成 28 年度上半期のぐるりん号巡回カレンダーです。各ステーションでの滞在時間は 15 分～ 30 分です。
※休＝祝日のため運行はお休みです。
※天候不良などの理由により、運行日程・時間に変更がある場合があります。ご不明の場合は、
　ひだまり図書館までお問い合わせください。

移動図書館車「ぐるりん号」巡回カレンダー　4 月～ 9 月

問い合わせ先…ひだまり図書館　☎ 46 － 1310

地区 ステーション 到着時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

山　

鹿

さくら湯横広場 13:40 １日㈮ ６日㈮ ３日㈮ １日㈮ ５日㈮ ２日㈮
山鹿中央病院 14:00 １日㈮ ６日㈮ ３日㈮ １日㈮ ５日㈮ ２日㈮
おさか童夢 10:00 ２日㈯・16 日㈯ ７日㈯・21 日㈯ ４日㈯・18 日㈯ ２日㈯・16 日㈯ ６日㈯・20 日㈯ ３日㈯・17 日㈯
山鹿市民医療センター 13:25 ６日㈬ 休 １日㈬ ６日㈬ ３日㈬ ７日㈬
平小城地区公民館 9:30 ７日㈭・21 日㈭ 19 日㈭ ２日㈭・16 日㈭ ７日㈭・21 日㈭ ４日㈭・18 日㈭ １日㈭・15 日㈭
川辺地区公民館 10:15 ７日㈭・21 日㈭ 19 日㈭ ２日㈭・16 日㈭ ７日㈭・21 日㈭ ４日㈭・18 日㈭ １日㈭・15 日㈭
山鹿老人福祉センター 11:00 ７日㈭ 休 ２日㈭ ７日㈭ ４日㈭ １日㈭
三岳地区公民館 13:30 ７日㈭ 休 ２日㈭ ７日㈭ ４日㈭ １日㈭
第一児童館 10:40 ９日㈯ 14 日㈯ 11 日㈯ ９日㈯ 13 日㈯ 10 日㈯
中央児童センター 11:10 ９日㈯ 14 日㈯ 11 日㈯ ９日㈯ 13 日㈯ 10 日㈯
児童センター 14:00 ９日㈯ 14 日㈯ 11 日㈯ ９日㈯ 13 日㈯ 10 日㈯
鹿校通区公民館 14:15 13 日㈬・27 日㈬ 11 日㈬・25 日㈬ ８日㈬・22 日㈬ 13 日㈬・27 日㈬ 10 日㈬・24 日㈬ 14 日㈬・28 日㈬
八幡地区公民館 14:45 13 日㈬ 11 日㈬ ８日㈬ 13 日㈬ 10 日㈬ 14 日㈬
藤井 1 区公民館 9:30 14 日㈭ 12 日㈭ ９日㈭ 14 日㈭ 休 ８日㈭
山鹿健康福祉センター 10:30 14 日㈭ 12 日㈭ ９日㈭ 14 日㈭ 休 ８日㈭
山鹿子育て支援センター 14:50 14 日㈭・28 日㈭ 12 日㈭・26 日㈭ ９日㈭・23 日㈭ 14 日㈭・28 日㈭ 25 日㈭ ８日㈭
坂田公民館 13:40 15 日㈮ 20 日㈮ 17 日㈮ 15 日㈮ 19 日㈮ 16 日㈮
大道地区公民館 14:50 15 日㈮ 20 日㈮ 17 日㈮ 15 日㈮ 19 日㈮ 16 日㈮
鍋田公民館 10:00 20 日㈬ 18 日㈬ 15 日㈬ 20 日㈬ 17 日㈬ 21 日㈬
湯山公民館 13:30 20 日㈬ 18 日㈬ 15 日㈬ 20 日㈬ 17 日㈬ 21 日㈬
米田地区公民館 10:50 23 日㈯ 28 日㈯ 25 日㈯ 23 日㈯ 27 日㈯ 24 日㈯
霊仙交流センター 9:30 28 日㈭ 26 日㈭ 23 日㈭ 28 日㈭ 25 日㈭ 休
三玉地区公民館 10:05 28 日㈭ 26 日㈭ 23 日㈭ 28 日㈭ 25 日㈭ 休

鹿　

北

鹿北子育て支援センター 14:00 ７日㈭・21 日㈭ 19 日㈭ ２日㈭・16 日㈭ ７日㈭・21 日㈭ ４日㈭・18 日㈭ １日㈭・15 日㈭
鹿北老人福祉センター 14:40 ７日㈭・21 日㈭ 19 日㈭ ２日㈭・16 日㈭ ７日㈭・21 日㈭ ４日㈭・18 日㈭ １日㈭・15 日㈭
広見郵便局 15:20 ７日㈭ 休 ２日㈭ ７日㈭ ４日㈭ １日㈭
鹿北郵便局 13:30 21 日㈭ 19 日㈭ 16 日㈭ 21 日㈭ 18 日㈭ 15 日㈭

菊　

鹿

永山公民館 10:40 １日㈮ ６日㈮ ３日㈮ １日㈮ ５日㈮ ２日㈮
菊鹿子育て支援センター 11:00 ２日㈯・16 日㈯ ７日㈯・21 日㈯ ４日㈯・18 日㈯ ２日㈯・16 日㈯ ６日㈯・20 日㈯ ３日㈯・17 日㈯
内田郵便局 9:50 ８日㈮ 13 日㈮ 10 日㈮ ８日㈮ 12 日㈮ ９日㈮
こぐま 10:10 ８日㈮・22 日㈮ 13 日㈮・27 日㈮ 10 日㈮・24 日㈮ ８日㈮・22 日㈮ 12 日㈮・26 日㈮ ９日㈮・23 日㈮
鹿本農協菊鹿支所 10:50 ８日㈮・22 日㈮ 13 日㈮・27 日㈮ 10 日㈮・24 日㈮ ８日㈮・22 日㈮ 12 日㈮・26 日㈮ ９日㈮・23 日㈮
田中自動車整備工場駐車場 10:20 13 日㈬・27 日㈬ 11 日㈬・25 日㈬ ８日㈬・22 日㈬ 13 日㈬・27 日㈬ 10 日㈬・24 日㈬ 14 日㈬・28 日㈬
城北郵便局 10:45 15 日㈮ 20 日㈮ 17 日㈮ 15 日㈮ 19 日㈮ 16 日㈮

鹿　

本

鹿本児童館 13:20 ９日㈯ 14 日㈯ 11 日㈯ ９日㈯ 13 日㈯ 10 日㈯
梶屋公民館 10:00 15 日㈮ 20 日㈮ 17 日㈮ 15 日㈮ 19 日㈮ 16 日㈮
水辺プラザかもと 10:20 15 日㈮ 20 日㈮ 17 日㈮ 15 日㈮ 19 日㈮ 16 日㈮
川北公民館 10:40 20 日㈬ 18 日㈬ 15 日㈬ 20 日㈬ 17 日㈬ 21 日㈬
鹿本ふれあいセンター 15:30 20 日㈬ 18 日㈬ 15 日㈬ 20 日㈬ 17 日㈬ 21 日㈬
津袋公民館 13:15 27 日㈬ 25 日㈬ 22 日㈬ 27 日㈬ 24 日㈬ 28 日㈬

鹿　

央

米野公民館 9:30 １日㈮ ６日㈮ ３日㈮ １日㈮ ５日㈮ ２日㈮
鹿本農協広域配送センター 14:10 ８日㈮・22 日㈮ 13 日㈮・27 日㈮ 10 日㈮・24 日㈮ ８日㈮・22 日㈮ 12 日㈮・26 日㈮ ９日㈮・23 日㈮
仁王堂倉庫 14:40 ８日㈮・22 日㈮ 13 日㈮・27 日㈮ 10 日㈮・24 日㈮ ８日㈮・22 日㈮ 12 日㈮・26 日㈮ ９日㈮・23 日㈮
米野岳簡易郵便局 15:05 ８日㈮ 13 日㈮ 10 日㈮ ８日㈮ 12 日㈮ ９日㈮
鹿央子育て支援センター 14:00 14 日㈭・28 日㈭ 12 日㈭・26 日㈭ ９日㈭・23 日㈭ 14 日㈭・28 日㈭ 25 日㈭ ８日㈭
肥後山内郵便局 15:05 22 日㈮ 27 日㈮ 24 日㈮ 22 日㈮ 26 日㈮ 23 日㈮
千田郵便局 11:15 28 日㈭ 26 日㈭ 23 日㈭ 28 日㈭ 25 日㈭ 休
持松西公民館 13:15 28 日㈭ 26 日㈭ 23 日㈭ 28 日㈭ 25 日㈭ 休
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｢清浦総理顕彰｣ あんずの丘マラソン大会
開催に伴うご協力のお願い

【開催日】３月 20 日（日・祝）

【会場】あんずの丘ふれあい広場

【スタート時間】

 1.5km　午前   ９時 40 分

 ハーフ　午前 10 時 00 分

 3.0km　午前 10 時 15 分

10.0km　午前 10 時 30 分

事故防止のため、通過予定時間帯はコー
ス上に駐停車しないようお願いします。
車の通行は可能ですが係員の指示に従っ
てください。

問「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会事務局

　社会体育課☎43－ 1150

【主要施設の先頭ランナー通過予定時刻】

龍口交差点
10：00
10：20
10：30

松尾神社 10：10
10：30

鞠智城 10：45

城北小 10：10
10：50

下永野集落
10：15
10：20
11：00

津袋（味千ラーメン付近） 10：30

清浦記念館 10：40

石渕橋 10：50

消防署東分署 11：00
山鹿市内だけでなく、各地か
ら大勢の人が大会に参加され
ます。沿道での応援をお願い
します。

　清
き よ う ら

浦奎
け い ご

吾伯を県内外に顕彰し、山鹿の自然を満喫しながら楽しく走ってもらうこと
を目的に、第４回 ｢清浦総理顕彰｣ あんずの丘マラソン大会を開催します。
　住民の皆さんには、交通や農作業などにご迷惑をおかけしますが、大会へのご理解
とご協力をお願いします。

３月20日（日・祝）
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全国高等学校選抜自転車競技大会ロード競技
開催に伴うご協力のお願い

平成 27 年度

　平成 27 年度全国高等学校選抜自転車競技大会ロード競技が、あん
ずの丘を基点とした特設コースで下記のとおり行われます。全国各地
から選抜された選手たちへ熱いご声援をお願いします。
　レースコースでは、午前８時から午後１時まで交通規制が行われま
す。一時通行止めとなり、住民の皆さまには大変ご迷惑をお掛けしま
すが、大会へのご理解とご協力をお願いします。

　　開催日時
　☆３月 27 日㈰
　☆オープニングレース午前８時 30 分スタート
　☆選抜レース午前 10 時スタート

　　コース
　☆あんずの丘を基点とした特設ロードコース
　　（11.5km）

３月27日㈰

問…全国高等学校選抜自転車競技大会実行委員会

　　（社会体育課）☎43－ 1150

コース図
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１

※１月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび

山　鹿
　山　鹿　有働幸一郎さん♥出口沙耶香さん
　　　　　富田　晋一さん♥坂梨　亜衣さん
　　　　　後藤　光治さん♥下田明日香さん
　八　幡　平野　正剛さん♥三浦ちえりさん
　三　玉　河村　健介さん♥森本　真由さん
　大　道　髙見　拓人さん♥石阪　梨沙さん
　　　　　柿本　　健さん♥前川愛理花さん

菊　鹿
　城　北　矢野　雅英さん♥大塚　恵美さん
　六　郷　有働　義友さん♥後藤　町子さん
鹿　本
　来　民　川俣　　剛さん♥浦上　千早さん
　　　　　立山　洋右さん♥上床　愛美さん
　中　富　福田　純也さん♥永木由美子さん

問い合わせ先…市民課　☎４３－１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ

山　鹿
　山　鹿　松成　　浩さん (72)　藤本　知里さん (35)
　　　　　上杉チヱ子さん (90)　藤田フジヱさん (95)
　　　　　吉里トシ子さん (99)　𠩤田ヒロヱさん (99)
　　　　　渡辺　健治さん (82)　原口　利治さん (88)
　　　　　井口　訓臣さん (99)　中島キヨ子さん (93)
　　　　　長尾サトシさん (102)　田中　靖子さん (38)
　　　　　松井　公夫さん (67)　高木　信子さん (89)
　　　　　内ケ嶋朱美さん (57)
　川　辺　瀬口スマ子さん (97)
　八　幡　原口貴美子さん (82)　木村モモカさん (90)
　　　　　永田　秀昭さん (71)
　平小城　富島　康麿さん (72)
　三　岳　森　ヨツエさん (103)
　三　玉　中川　辰雄さん (86)　藤原　啓二さん (58)
　　　　　近藤ユリ子さん (101)
　大　道　前川　誠一さん (89)　光永　恭子さん (82)
　　　　　中田　ツヤさん (94)　生野　信子さん (86)
鹿　北
　岳　間　馬場　光夫さん (85)

お く や み

　岩　野　花桐リユ子さん (87)　岩橋満千代さん (83)
　　　　　本田ヨリ子さん (92)　月脚フジコさん (100)
　　　　　古田　則素さん (91)
　広　見　梶山　一光さん (77)　中島　伸芳さん (67)
菊　鹿
　内　田　内古閑眸子さん (85)　木庭ハツメさん (100)
　六　郷　宮﨑　芳正さん (83)
　城　北　井上　綾子さん (91)　原口　康枝さん (92)
　　　　　平井　誠一さん (90)　山口レイ子さん (85)
　　　　　赤星　秀和さん (47)
鹿　本
　来　民　中山　信也さん (84)　宮本　幸代さん (68)
　　　　　宮本喜佐男さん (80)
　稲　田　中川　　勲さん (73)　衛藤マサコさん (99)
　中　富　田中　正子さん (90)　増田スミオさん (99)
鹿　央
　千　田　山内千惠子さん (86)　大木　俊一さん (83)
　米野岳　丸山　隆子さん (74)　木下富志男さん (79)

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　村上　蒼

そうすけ

空さん　平野　眞
まさなり

成さん
　　　　　山村　　豪

ごう

さん　渡辺　唯
ゆ い と

斗さん
　　　　　冨田　迅

は や と

人さん　星子　周
しゅうま

磨さん
　川　辺　猪崎　花

か ほ

帆さん
　八　幡　石江　陽

ひ ま り

葵さん　坂本　唯
ゆ い か

花さん
　　　　　乙藤　亘

こ う き

希さん
　平小城　古家　花

か す み

純さん
　三　岳　稗嶋　莉

り こ

子さん　木庭　浩
こ う し

志さん
　　　　　長瀨実

み の り

乃里さん
　三　玉　山口つむぎさん　河田　華

か り ん

凛さん
　大　道　吉本　愛

あ こ

紅さん　池増　ゆいさん
　　　　　渕川　優

ゆ う と

翔さん

鹿　北
　岳　間　古澤　登

と わ

和さん
　広　見　小松　　愛

めぐみ

さん
菊　鹿
　内　田　鹿子木那

な み

実さん
　六　郷　木庭　希

の の か

華さん
鹿　本
　来　民　黒木　結

ゆ あ

愛さん
　中　富　松永　晃

こ う し

志さん
鹿　央
　千　田　片瀬　樺

か れ ん

蓮さん
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◦�減免対象者
　�１月 24日から 25日にかけて発生した寒波の影響で、自
宅などの水道管が破裂・破損し漏水したことにより、３
月分（２月検針分）の使用水量が過去３カ月の平均使用
水量より増加している上下水道使用者。
◦�減免内容
　�漏水量（過去３カ月の平均使用水量を超えた水量）の全
量を減額対象とします。
◦�申請方法
　�市ホームページで様式をダウンロードするか、お客様サー
ビスセンター、水道局（市役所２階）、各市民センターに
用紙を備え付けていますので、記入押印し提出してくだ
さい。
　※�申請書の下部にある漏水修理完了証明は、修理業者か
らの修理代金の領収書写しがあれば省略できます。

◦�提出先
　�お客様サービスセンター、水道局（市役所２階）、各市民
センター

寒波による漏水が対象
上下水道料金を減免します

問お客様サービスセンター☎43‐ 1161
　水道局　　　　　　　　☎36‐ 9119

　
万
が
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
て

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

お知
せら

　
山
鹿
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市

鍋
田
）
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
ご
み
焼
却
施

設
整
備
工
事
の
た
め
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
体
育
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
５
０

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

お知
せら

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
に
、国
か
ら
補
償
金
（
和
解
一
時
金
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
人
や
、
療

養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
対
象
で

す
。

◦ 

手
続
き
期
限
　
３
月
31
日
㈭
ま
で
（
訴
訟

の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

問�

厚
生
労
働
省
難
病
対
策
課

☎
03
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

ハ
ン
セ
ン
病
補
償
金
の
申
請
手

続
き
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

お知
せら

　
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、
全
国
健

康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
保
険
料
率

を
改
定
し
ま
す
。
任
意
継
続
被
保
険
者
は
、

４
月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
し
ま
す
。

◦ 

熊
本
支
部
の
保
険
料
率

　【
現
行
】
10
・
09
％
→

　【
改
訂
後
】10
・
10
％（
０
・
01
％
引
き
上
げ
）

※�

介
護
保
険
料
率
は
１
・
58
％
で
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
40
〜
64
歳
ま
で
の
人
（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保
険

全
国
健
康
保
険
協
会
の

保
険
料
率
を
改
定
し
ま
す

お知
せら

料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
、
11
・

68
％
に
な
り
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

☎
０
９
６
‐
３
４
０
‐
０
２
６
１

　
宮
内
庁
か
ら
平
成
29
年
歌
会
始
の
お
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◦ 

お
題
　「
野
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※�

お
題
は
「
野の

」
で
す
が
、
歌
に
詠
む
場
合

は
「
野
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ

ば
よ
く
、「
野の

び火
」「
視し

や野
」
の
よ
う
な
熟

語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◦ 

詠
進
要
項

◦�

詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

◦�

記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。
病
気
や
身
体
障
が
い
が
あ
る
た
め

毛
筆
で
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
な

ど
で
も
詠
進
で
き
ま
す
。
視
覚
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

◦ 

詠
進
期
間
　
９
月
30
日
㈮
ま
で
（
郵
送
の

場
合
は
消
印
有
効
）

※�
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（http://w

w
w.kunaicho.go.jp/

）

平
成
29
年
歌
会
始
の
お
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た

お知
せら

◦ 

加
入
対
象
者
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を

行
う
４
人
以
上
の
団
体

◦ 

補
償
対
象
　
団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体

活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故

◦ 

保
険
内
容
　
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

◦ 

掛
け
金
　
中
学
生
以
下
は
年
額
８
０
０
円

〜
、
高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て

金
額
が
異
な
る
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
９
０
１
５
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
10
期
）

◦�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
９
期
）

◦�

納
期
限　
３
月
31
日
㈭

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
３
月
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

　
午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦ 

休
日
（
日
曜
）　
３
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
４

　

３月27日㈰は熊本県知事選挙の投票日です

問山鹿市選挙管理委員会　☎43－ 1594

　任期満了に伴う熊本県知事選挙の投票が３月 27日㈰に行われます。投票時間は午前７時か
ら午後７時までです。投票所は市内 33カ所に設置しますので、送付された入場券に記載され
ている投票所で投票をしてください。
　なお、仕事や冠婚葬祭、レジャーなどで投票日に投票に行けない人は期日前投票ができます。
期日前投票所は市役所および各市民センターに設置しますが、どこの投票所でも投票ができま
すので、最寄りの投票所をご利用ください。

◦期日前投票
　・期間　山鹿市役所１階会議室　３月11日㈮から３月26日㈯まで
　　　　　各市民センター　　�　３月19日㈯から３月26日㈯まで
　・時間　午前８時30分から午後８時まで

※�投票日当日は菊鹿地区で全国高等学校選抜自転車競技大会が開催されます。競技中は一部交
通規制があり混雑が予想されますので、大会コース周辺に住んでいる人は時間に余裕を持っ
て投票に行ってください。

未来をつくる
あなたの一票大切に

　
大
会
な
ど
で
社
会
体
育
施
設
を
利
用
す
る

場
合
に
限
り
、
予
約
受
付
期
間
を
利
用
日
の

２
カ
月
前
の
１
日
か
ら
に
変
更
し
ま
す
。

例�

５
月
30
日
に
大
会
な
ど
で
利
用
し
た
い
場

合
は
、
３
月
１
日
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

※�

「
大
会
な
ど
」
と
は
、
大
会
要
項
ま
た
は

事
業
計
画
書
を
作
成
し
、
山
鹿
市
内
や
周

辺
地
域
に
通
知
な
ど
で
開
催
を
告
知
し
、

参
加
者
（
チ
ー
ム
）
を
募
集
し
て
開
催
す

る
競
技
会
で
す
。

問
社
会
体
育
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
５
０

４
月
１
日
か
ら
社
会
体
育
施
設
予

約
受
付
期
間
を一部
変
更
し
ま
す

お知
せら

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点
の

使
用
者
（
ま
た
は
所
有
者
）
に
１
年
分
の
税

金
が
か
か
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
１
日
ま

で
に
廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
が
完
了
し

な
い
と
、
平
成
28
年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
税
（
普
通
車
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）
の

よ
う
に
年
度
途
中
の
廃
車
・
名
義
変
更
で
税

金
が
還
付
ま
た
は
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
広
報
や
ま
が
10
月
号
で
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
の
申
告

（
手
続
き
）
は
お
済
み
で
す
か

お知
せら

し
た
と
お
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
二
輪
車
等

お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
や
、
平
成
27
年
４

月
以
降
に
新
車
登
録
さ
れ
た
軽
自
動
車
、
新

車
登
録
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車
は

税
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦
申
告
（
手
続
き
）
場
所

①�

１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
車
等
お
よ
び
農
耕

作
業
車
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車

　
市
民
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

山
鹿
市
ナ
ン
バ
ー
を
持
っ
た
ま
ま
転
出
し

た
場
合
は
、
転
出
先
の
市
町
村
で
新
ナ
ン

バ
ー
の
交
付
お
よ
び
山
鹿
市
ナ
ン
バ
ー
の

返
還
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②�
そ
れ
以
外
の
軽
四
輪
自
動
車
等

　�

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会
（
熊
本
市
東
区
東

町
16
‐
３
）

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
７
９
２
０

問
税
務
課
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
２
０
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〈 

有
料
広
告 

〉

※お届けするサンプルは異なる場合もあります。
　詳しくは後ほど担当者よりご連絡いたします。

サンプルのお申込み
お問い合わせは

受付時間／月～土
8：30～17：30　　　　　　0968-46-5115

美味しさ・便利さ　まずは試すのがいちばん「無料サンプル」お届けします！
安心!安全!おいしい！添加物や農薬の心配が少ない!グリーンコープ商品の中から人気商品を無料でお届けします。

まずは
グリーンコープのこだわりを
食べていただきたいから

おいしいサンプル
プレゼント

グリーンコープ自慢の商品の中からいずれかを　　　　　　　　サンプルとして無料でお届けいたします。

生協くまもと鹿本センター
※グリーンコープ組合員の方は、ぜひお友だちをご紹介ください。…

入札結果の報告（１月分）
※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎43‐1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

1/13 災補道第772号�六地蔵線災害復旧工事 志々岐地内 ㈱高喜工業 7,830,000

1/13 災補道第771号�米野下原線災害復旧工事 鹿央町広地内 ㈲上村建設 5,054,400

1/13 大道小学校空調設備設置工事 方保田地内 ㈲池田設備 16,082,280

1/13 三玉小学校空調設備設置工事 久原地内 城設備 17,928,000

　
就
職
や
再
就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
も
で
き

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者

若
年
就
職
相
談
会

相談

　
経
験
豊
か
な
臨
床
心
理
士
が
、
あ
な
た
自

身
や
家
庭
の
こ
と
、
学
校
や
職
場
の
こ
と
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

心
配
事
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
３
月
６
日
㈰
　

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦ 

相
談
電
話
番
号

☎
０
９
６
‐
２
７
２
‐
５
３
３
３

問 

熊
本
県
臨
床
心
理
士
会
事
務
局

☎
０
９
６
‐
２
７
２
‐
７
２
１
１

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

「
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
」

相談

　
熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

※�

産
業
別
最
低
賃
金
は
、
適
用
範
囲
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

お知
せら

地域別最低賃金
賃金の件名 時間額 効力発生年月日

熊本県最低賃金 694円 平成27年 10月 17日
産業別最低賃金

賃金の件名 時間額 効力発生年月日
電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

738円

平成27年 12月 13日自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業，舶用
機関製造業

787円

百貨店，総合スーパー 712円

や
そ
の
家
族

◦�

内
容　

仕
事
や
就
職
に
関
す
る
こ
と
全

般
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受
け

方
な
ど

◦�

日
時　
３
月
１
日
㈫
・
15
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
役
所
２
階
　
商
工
観
光
課

問 

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
74
‐
０
０
０
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
：tam

anasapo@
yahoo.co.jp
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熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

（
熊
本
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
６
）
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

日
程　
５
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮

◦�

競
技
種
目　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ

ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ

ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、な
ぎ
な
た
、太
極
拳
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

◦�

競
技
会
場　
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
他

◦�

参
加
資
格　
県
内
在
住
で
、
平
成
29
年
４

月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
32

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
※
健

康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
代
の
人
も
参
加
可

◦�

職
種
要
件

　
①
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員

　�

　
考
古
学
の
専
門
知
識
が
あ
る
人
ま
た

は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
の
経
験
が

あ
る
人
。
年
齢
不
問
。

　
②
整
理
作
業
員

　�

　
年
齢
、資
格
は
不
問（
経
験
者
を
優
遇
）。

土
器
を
洗
っ
た
り
、
接
合
し
た
り
す
る
作

業
で
す
。

◦�

募
集
期
間
　
３
月
１
日
㈫
〜
11
日
㈮

※�

履
歴
書
提
出
（
持
参
ま
た
は
郵
送
）
後
、

面
接
で
選
考
。

　
問 

社
会
教
育
課
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

「
図
書
館
職
員
（
図
書
館
司
書
の
補
助
員
）」

◦�

勤
務
場
所
　
ひ
だ
ま
り
図
書
館
ま
た
は
、

こ
も
れ
び
図
書
館

◦�

業
務
内
容
　
書
籍
の
貸
し
出
し
な
ど
の
事

務
、
図
書
館
内
配
架
・
整
理
な
ど

◦�

応
募
要
件
（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

　�

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
①
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
②
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ

　
仲
間
が
増
え
、
広
い
視
野
で
生
涯
楽
し
く

学
習
で
き
ま
す
。お
一
人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

ま
ず
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
市
地
域
婦
人
会
　
☎
44
‐
３
３
５
５

（
会
長
　
松
尾
和か

ず
こ子

）

第
28
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
・

整
理
作
業
員
募
集

平
成
28
年
度

非
常
勤
職
員
募
集

婦
人
会
会
員
募
集

募集 募集

募集

募集訂
正
と
お
わ
び

　
２
月
号
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
街
角

ぐ
る
っ
と
ナ
ビ
の
「
十
七
士
と
堀ほ

り
う
ち内

伝で

ん

え右
衛も

ん門
の
五
十
日
を
漫
画
本
に
」
の

中
で
、
三
玉
小
学
校
の
「
池
田
奈な

な

こ

々
子
」

さ
ん
は
「
池
田
菜な

な

こ

々
子
」
さ
ん
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

問
秘
書
企
画
課
　
　��
☎
43
‐
１
１
１
０

◦�

参
加
費　
個
人
競
技
は
１
人
７
０
０
円
、

団
体
競
技
は
種
目
で
異
な
り
ま
す
。

◦�

申
し
込
み
方
法　
長
寿
支
援
課
や
教
育
委

員
会
な
ど
に
置
い
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限　
３
月
22
日
㈫
ま
で
（
期
限
ま

で
に
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
期
限
後
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

問 

（
一
財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

◦�

任
用
期
間
　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で

◦�

勤
務
時
間
　
週
４
日
程
度（
29
時
間
以
内
）

◦�

保
険
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度
あ
り

◦�

募
集
人
員
　
若
干
名

◦�

申
込
期
限
　
３
月
14
日
㈪
ま
で

◦�

申
し
込
み
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送
す
る
か
持
参
。（
郵

送
の
場
合
は
、
3
月
14
日
㈪
必
着
。
持
参

の
場
合
の
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

◦�

面
接
試
験
日
　
3
月
22
日
㈫
予
定
（
申
込

者
へ
通
知
し
ま
す
）

　
問 

社
会
教
育
課
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

申

申



案 内 版 Information

29　2016.3.1　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉 ㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

◦�

受
講
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

が
あ
り
、
手
話
奉
仕
活
動
や
手
話
通
訳
士

を
積
極
的
に
目
指
す
人

◦�

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
料
な
ど
約
8
千
円
必
要

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー（
ひ
だ
ま
り
）

◦�

申
し
込
み
方
法
　
３
月
23
日
㈬
ま
で
に
障

が
い
福
祉
係
の
窓
口
か
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
テ
キ
ス
ト
料
は
4

月
12
日
㈫
に
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
入
門
課
程
】

◦�

日
程
　
４
月
12
日
㈫
〜
８
月
９
日
㈫

　
毎
週
火
曜
日

◦�

時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

【
基
礎
課
程
】

◦�

日
程
　
9
月
6
日
㈫
〜
平
成
29
年
3
月
28

日
㈫
　
毎
週
火
曜
日

◦�

時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時

※�

基
礎
課
程
の
受
講
は
、
入
門
課
程
を
履
修

し
た
人
に
限
り
ま
す
。

問 

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
43
‐
０
０
５
２
　
N 

43
‐
１
１
７
０

平
成
28
年
度
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
受
講
生
募
集

募集

　
市
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
３
月
15
日
㈫

　
午
後
０
時
10
分
〜
０
時
50
分

◦�

出
演
　
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル�

テ
ィ

ア
ラ

◦�
内
容
　
童
謡
、
映
画
音
楽
な
ど
親
し
み
の

あ
る
曲
を
、
フ
ル
ー
ト
の
四
重
奏
に
よ
り

演
奏
し
ま
す
。

問 

社
会
教
育
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

庁
舎
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

催し

　
初
代
館
長
の
故
原
口
長な

が

し之
氏
が
長
年
に
わ

た
り
収
集
し
た
書
籍
、
古
文
書
、
考
古
資
料

な
ど
の
資
料
を
「
原
口
文
庫
」
と
し
て
整
理

保
管
し
て
い
ま
す
。「
山
鹿
会か

い
し
ょ所

馬う
ま
ぬ
し主

手て

ふ

だ札
」

と
よ
ば
れ
る
馬
を
使
っ
た
運
輸
許
可
証
や

「
会か

い
し
ょ所

壁か
べ
が
き
し
ょ書

提
出
期
限
諸し

ょ
ち
ょ
う
お
ぼ
え

帳
覚
」
と
よ
ば
れ

る
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
近
世
肥
後
の
庶

民
の
生
活
を
紹
介
し
ま
す
。

◦�

期
間
　
５
月
8
日
㈰
ま
で（
休
館
日
除
く
）

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

入
館
時
間
　
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
45

分
◦�

入
館
料
　
大
人
４
２
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

問 

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎
36
‐
２
１
５
１

「
原
口
文
庫
Ⅲ
近
世
文
書
か
ら
読

み
取
る
近
世
の
暮
ら
し
」
展

催し

広報やまがを年間購読しませんか

　広報やまがの年間購読を受け付けます。山鹿
市外に住む親戚や知人に読みたい人がいる場合
などにご利用ください。
　詳しくはお問い合わせください。
◦�年間購読料　1,000 円
　（平成 28 年５月号〜平成 29年４月号）
問秘書企画課　☎ 43‐ 1110

　
農
業
経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た

い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と

い
う
人
は
、
市
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、
農
業

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借
り

た
い
人
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

募集

公
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
農
業
公
社

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

◦�

日
時
　
３
月
３
日
㈭
〜
５
日
㈯

　�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

◦�
場
所
　
さ
く
ら
湯
池
の
間

◦�
入
場
料
　
無
料

問 
さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎
43
‐
３
３
２
６

◦�

日
時
　
３
月
25
日
㈮
〜
４
月
７
日
㈭

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
８
時

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯

◦�

内
容
　
午
前
６
時
〜
８
時
に
受
け
付
け
し

た
子
ど
も
は
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
「
銭
湯
で
の
マ
ナ
ー
」
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
入
浴
し
、
マ

ナ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※�

保
護
者
は
入
浴
料
３
０
０
円
が
必
要
。
子

ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外
。

問 

さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎
43
‐
３
３
２
６

山
鹿
湯
町
・
さ
く
ら
湯
企
画
展

「
布
遊
び
・
糸
遊
び
展
」

春
休
み
は
早
起
き
し
て

朝
湯
に
行
こ
う
！

催し

催し

　
練
っ
て
つ
く
る
消
し
ゴ
ム
で
勾
玉
や
ハ
ニ

ワ
を
つ
く
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
消
し
ゴ
ム
と

し
て
使
え
ま
す
。

◦�

日
時　
３
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
の
う
ち
、
都
合
の
い
い
１
時
間
程
度
。

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

材
料
費
　
１
個
１
０
０
円

◦�

入
館
料
　
大
人
４
２
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問 

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎
36
‐
２
１
５
１

誰
も
が
土
器
ド
キ
！
体
験
教
室

催し
　
山
鹿
市
に
あ
る
〝
宝
物
〟
が
大
集
合
！
個

人
所
有
の
貴
重
な
資
料
も
特
別
に
展
示
し
ま

す
。

◦�

期
間
　
３
月
13
日
㈰
〜
６
月
12
日
㈰

◦�

場
所
　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦�

入
館
料
　
大
人
２
１
０
円
、
高
校
生
以
下

50
円
（
山
鹿
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

◦�

休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
開
館
し
、
翌
日
に
休
館
）

問 

山
鹿
市
立
博
物
館
　
　
☎
43
‐
１
１
４
５

「
新
・
山
鹿
の
宝
物
展
」

～
わ
が
家
の
お
宝
大
集
合
!!
～

催し

　熊本県内 11 カ所の装
飾古墳の内部を公開しま
す。普段は入ることがで
きない古墳を含めて、こ
の一斉公開期間は専門職
員の解説を聞きながら見
学できます。

◦�日時・公開会場
　①３月19日㈯　午前10時〜午後４時
　　�石

い し の む ろ

之室古墳（熊本市南区城南町）・塚
つ か ぼ う ず

坊主古墳（和
水町）・宇

う が た け

賀岳古墳（宇城市）・横山古墳（山鹿市）
　②３月20日㈷　午前10時〜午後４時
　　�永

え い あ ん じ ひ が し

安寺東古墳・大
だい ぼ う

坊古墳・石
いし ぬ き

貫穴
あな

観
か ん の ん

音横穴・石
貫ナギノ横穴群（玉名市）・鍋田横穴（山鹿市）・
大村横穴群（人吉市）・京

きょ う が み ね

ガ峰横穴群（錦町）
◦�入場料　無料
※�事前申し込みは不要。直接現地へお越しください。
問 県立装飾古墳館　☎ 36‐ 2151

熊本県内装飾古墳一斉公開春開催！

横山古墳（山鹿市）
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３月のさくら湯休館日

３月 16 日 ㈬ （第３水曜日）

　
さ
く
ら
湯
に
入
浴
し
た
人
に
、
ハ
ン
ド
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
と
セ
ル
フ
ケ
ア
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◦�

日
時
　
３
月
13
日
㈰
・
14
日
㈪
・
27
日
㈰
・

28
日
㈪
　
正
午
〜
午
後
５
時

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯

◦�

費
用
　
10
分
間
５
０
０
円

※�

希
望
す
る
人
は
、
入
浴
時
に
受
け
付
け
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎
43
‐
３
３
２
６

◦�

日
時
　
３
月
14
日
㈪
・
24
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
半

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯
休
憩
研
修
室

◦�

内
容
　
ア
ロ
マ
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
を

促
し
、ヨ
ガ
で
体
の
柔
軟
性
や
血
行
促
進
、

あ
わ
せ
て
正
し
い
入
浴
方
法
も
ご
紹
介
し

ま
す
。

◦�

費
用
　
千
円

◦�

定
員
　
10
人
（
事
前
予
約
優
先
）

問 

山
鹿
市
総
合
体
育
館
　
☎
43
‐
０
０
９
０

さ
く
ら
癒ゆ

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

ア
ロ
マ
の
香
り
と
ヨ
ガ
を
取
り

入
れ
た
健
康
運
動
教
室

催し

催し

開催日 行　事　名 時間 料金

４日㈮ 菊池映画祭オープニング
in 八千代座 午後 無料

（応募）

５日㈯ 八千代座狂言会 日中 無料

６日㈰ 八千代座子どもカブキ発表会 日中 無料

９日㈬ 休館日

13日㈰ 若柳流湖扇会日本舞踊発表会 日中 無料

20日㈷ 山鹿中学校吹奏楽部
第 28回定期演奏会 日中 無料

21日㉁ ふるもりポポピアノ発表会 日中 無料

26日㈯ 野上歌謡教室カラオケ発表会 日中 無料

27日㈰ 真田民謡会発表会 日中 無料

31日㈭ ウイング文化祭�桜歌華�唄と踊り 日中 有料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44‐ 4004

３月

チヨマツ
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★癒しの森「ゆーかむ」★　ソフトテニススクール・サッカースクール
平成28年４月より「ゆーかむ」におきまして、ソフトテニススクール＆サッカースクールを開校いたします。
「始めてみたい」「やってみたい」「上手くなりたい」動機は何でもOK！！
専門のコーチ陣が指導に当たりますので、ご安心を♪

ソフトテニススクール サッカースクール
（無料体験日）３月16日（水）・23日（水）・30日（水）
（時間）18時～20時まで
（開催場所）ゆーかむ「テニスコート」
（募集年代）小学生～中学生
○体験を希望される方は必ずご連絡ください（☎0968-42-5100）
○運動ができる服装・靴、水筒、着替え等をご準備ください（サッカースクールはスパイク不可）

ご予約・お問い合わせ
　ゆーかむ　☎0968-42-5100

（無料体験日）３月14日（月）・21日（月）・28日（月）
（時間）18時～20時まで
（開催場所）ゆーかむ「テニスコート」
（募集年代）小学４年生～６年生

３月は無料で
体験できます！
この機会にぜひ
体験してみて
ください。

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①臨床心理士　17 万４千円〜
②栄養士　14 万２千円〜
③保育士　14 万９千円〜
④経理事務　17 万５千円〜
⑤総合職　22 万１千円〜
⑥生花販売・配達　16 万円〜
⑦製材工見習　15 万円〜
⑧水道料金徴収業務　15 万円〜
⑨ルート配送・内勤　18 万２千円〜
⑩自動車整備　17 万５千円〜
⑪トレーラー運転手　24 万４千円〜
⑫病院内清掃　12 万８千円〜
⑬�精密機器の組立・調整・検査
　15万３千円〜
Yパート
①正看護師　時給 1,200 円〜
②訪問介護員　時給 1,100 円
③保険営業員　時給千円〜
④美容師　時給 800 円〜
⑤学校給食調理員　時給 720 円
⑥客室スタッフ　時給 700 円〜
⑦送迎バス運転手　時給千円
⑧�ガソリンスタンドスタッフ
　時給 900 円
※�詳細はご来室・ご相談ください。
すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

税務相談
◦日時　３月 10日㈭
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32‐3111

年金出張相談
◦�日時　３月２日㈬・９日㈬
　　　　18日㈮・23日㈬・30日㈬
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦ 持ってくるもの　本人確認のため
身分証明書、代理の場合は委任状

　※要予約
問国保年金課　☎ 43‐ 1576

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　３月 10日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　３月２日㈬・９日㈬
　　　　16日㈬・23日㈬・30日㈬
　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43‐0052

認知症に関する相談
◦日時　３月９日㈬・23日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43‐1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　３月８日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ 43‐ 1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

【山鹿】
　①一般相談　３月 11日㈮
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務・登記関係）

　　３月 18日㈮※要予約
　③法律相談　３月25日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43‐ 1134
【鹿北】
　①一般相談　３月 10日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32‐ 2696
【菊鹿】
　①一般相談　３月９日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48‐5060
【鹿本】
　①一般相談　３月８日㈫
　②�司法書士相談（登記関係）
　　３月 15日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46‐ 2206
【鹿央】
　①一般相談　３月７日㈪
　②法律相談　３月28日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36‐ 3811
問社会福祉協議会本所��☎ 43‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　３月 26日㈯
　　　　午後３時〜５時
　　　　（毎月第４土曜日）
◦場所　鹿本市民センター（ひだまり）
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43‐0052

定例相談
相談は無料で、秘密は固く守ります。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

３
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

６日㈰ 中川医院 /小林医院 山鹿岩下薬局

13日㈰ 桑木内科 /やまがクリニック 山鹿岩下薬局 /こじか薬局

20日㈷ 井上小児科医院 /大橋通クリニック 山鹿岩下薬局 /江上薬局大橋通

21日㉁ 徳永循環器科内科医院 /上塚外科胃腸科医院 きりん薬局/まつ薬局

27日㈰ 山鹿回生病院 /たなか眼科医院 山鹿岩下薬局

第 40 回 日本ハンドボールリーグ
　第 40回日本ハンドボールリーグが開催中で
す。２月 14日に山鹿市総合体育館で行われた
広島メイプルレッズ戦には約２千人の観客が訪
れ、オムロンに大きな声援を送りました。２月
14日に第８戦を終えたところで７勝１敗、現
在２位です。優勝目指して頑張ってください！

試合結果

オムロン 20［　　］18 三重バイオレットアイリス 9-11
11- 7

・開幕戦

オムロン 26［　　］13 飛騨高山ブラックブルズ岐阜14-  8
12-  5

・第５戦

オムロン 22［　　］14 広島メイプルレッズ14-  5
 8-  9

・第２戦

オムロン 24［　　］23 ソニーセミコンダクタ14-14
10-  9

・第６戦

オムロン 29［　　］　8 ＨＣ名古屋17-  4
12- 4

・第３戦

オムロン 26［　　］27 北國銀行13-15
13-12

・第７戦

オムロン 20［　　］16 三重バイオレットアイリス12-  9
 8- 7

・第４戦

オムロン 20［　　］18 広島メイプルレッズ12- 7
 8-11

・第８戦
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模
擬
選
挙
‐
18
歳
の
選
挙
権
を
前
に
‐

菊
鹿
中
学
校

　
12
月
16
日
、
菊
鹿
中
学
校
（
有
働

昭あ
き
の
り法

校
長
、
生
徒
数
１
７
９
人
）
の
３

年
生
63
人
が
、
早
稲
田
大
学
マニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
（
東
京
都
）
の
協
力
を
受
け

て
、模
擬
選
挙
（
11
月
の
大
阪
府
知
事
・

市
長
ダ
ブ
ル
選
挙
の
模
擬
投
票
）
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
選
挙
権
年
齢
の
18
歳

以
上
へ
の
引
き
下
げ
に
伴
う
主
権
者
教

育
は
、
主
に
高
校
や
大
学
で
行
わ
れ
て

い
て
、
実
際
の
政
治
と
結
び
付
け
た
模

擬
選
挙
の
体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
鹿
市
で
は
中
学
校
か
ら
取
り

組
ん
で
い
て
、
本
年
度
は
山
鹿
中
学
校
、

鹿
北
中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
公
民
の
授
業
の
中
で
、

選
挙
公
報
や
ニュ
ー
ス
映
像
な
ど
を
利
用

し
て
各
候
補
の
プ
ロ
フィ
ー
ル
や
公
約
を

見
比
べ
な
が
ら
、
こ
の
日
ま
で
に
誰
に
１

票
を
投
じ
る
か
意
志
を
固
め
、
真
剣
な

表
情
で
意
中
の
候
補
に
投
票
し
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
誰
に
投
じ
れ
ば
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
か
、
住
民
の
目
線
で

考
え
ま
し
た
」「
今
か
ら
政
治
に
関
心

を
持
ち
、
18
歳
に
な
っ
た
ら
投
票
率
ア
ッ

プ
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

思
い
や
感
想
が
聞
か
れ
、
主
権
者
と
な

山鹿市教育委員会広報

第 32 号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３－１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
演
会

「
郷
土
の
偉
人
・
長
野
濬し

ゅ

ん

ぺ

い平
」
を
開
催

①
模
擬
投
票
前

②
投
票

③
模
擬
投
票
後

何を重視して投票したか根拠
を出し合いました

さまざまな判断材料をもとに
１票を投じました

各候補者のニュース映像を視
聴しました

　
12
月
12
日
、
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
「
熊
本
県
の
近
代

養よ
う
さ
ん蚕
・
製
糸
業
の
開
祖
」
と
い
わ
れ
る

長
野
濬
平
（
鹿
本
町
庄
出
身
１
８
２
３

～
１
８
９
７
年
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
京
都
産
業
大
学
の
山
内
太ふ

と
し

教
授
に
よ

る
「
富
岡
製
糸
と
熊
本
の
養
蚕
史
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
特
別
講
演
会
に
始
ま

り
、
養
蚕
の
将
来
に
関
す
る
フ
リ
ー
ト
ー

ク
で
は
、
熊
本
県
農
林
水
産
部
の
清
水

繁し
げ
き樹
さ
ん
と
株
式
会
社
峯み

ね

樹
木
園
の
峯

隆り
ゅ
う
き
ち吉
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
通
じ
て
、

長
野
濬
平
ら
先
人
が
日
本
の
養
蚕
業
に

与
え
た
影
響
と
、
生
糸
の
生
産
に
限
ら

な
い
新
し
い
養
蚕
業
に
つ
い
て
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
明
治
時
代
の
養
蚕
業
の
発
展

に
、
熊
本
県
の
先
人
た
ち
が
果
た
し
た

役
割
の
大
き
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と
い

う
声
や
「
自
動
給き

ゅ
う
じ餌
な
ど
人
の
力
を
必

要
と
し
な
い
将
来
の
養
蚕
業
に
驚
い
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

る
自
覚
を
芽
生
え
さ
せ
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

山内教授による特別講演の様子



山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」
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稲
田
小
学
校
が
２
年
連
続
「
優
秀
校
」

審
査
委
員
特
別
賞
も
受
賞

ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

稲
田
小
学
校
（
五
十
嵐
龍た

つ
や也
校
長
、

児
童
数
１
０
１
人
）
は
、
理
科
教
育
の

研
究
推
進
校
と
し
て
研
究
を
続
け
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
科
学
が
好
き
な
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
ソ
ニ
ー
子

ど
も
科
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
全
国

か
ら
応
募
し
た
２
０
８
校
の
中
か
ら
２

年
連
続
で
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
同
時
に

審
査
委
員
特
別
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

【
17
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

岩
井
佑ゆ

み美
所
長
か
ら
「
子
ど
も
の
力
を

信
じ
る
～
つ
ら
い
状
況
に
お
か
れ
た
子

ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
学
ん
だ
こ

と
～
」
と
題
し
、
子
ど
も
た
ち
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
問
題
に
つ
い
て
、
周
り
の

人
が
ど
の
よ
う
に
支
援
す
べ
き
か
、
事
例

を
交
え
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
大
会
決
議
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
地
域
社
会
、
学
校
、
家
庭

が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

山
鹿
市
６
中
学
校
立
志
講
演
会
・
夢
実
現

〜
未
来
の
自
分
へ
届
け
る
今
の
想
い
〜

　「
外
科
手
術
は
手
先
が
器
用
じ
ゃ
な
い

と
で
き
な
い
の
で
す
か
？
」「
手
術
す
る

と
き
、
緊
張
し
ま
せ
ん
か
？
」
立
志
を

迎
え
る
14
歳
（
中
学
２
年
生
）
の
質
問

で
、
八
千
代
座
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
１
月
18
日
、
こ
の
日
の
山
鹿

市
内
６
中
学
校
の
立
志
講
演
会
は
、
日

本
初
の
「
バ
チ
ス
タ
手
術
」
を
成
功
さ

せ
た
心
臓
外
科
医
須す

ま磨
久ひ

さ
よ
し善
先
生
を
講

師
に
招
い
て
開
催
。
冒
頭
の
質
問
は
、

好
奇
心
旺
盛
な
中
学
生
た
ち
が
須
磨
先

生
に
向
け
た
質
問
で
し
た
。

　
講
演
は
須
磨
先
生
が
医
師
を
目
指
し

山
鹿
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

青
少
年
が
豊
か
な
社
会
性
を
身
に
付
け

る
た
め
地
域
全
体
で
育
も
う
！

　
２
月
６
日
、山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
、
山
鹿
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
と
山
鹿
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
が
共
催
し
、
山
鹿
市
青
少
年
健
全
育

成
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
山
鹿
の

子
ど
も
は
地
域
全
体
で
守
り
育
て
る
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
青
少
年
健
全

育
成
活
動
の
関
係
者
約
２
６
０
人
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
山
鹿

中
学
校
生
徒
会

が
、
日
ご
ろ
か
ら

積
極
的
に
行
っ
て

い
る
あ
い
さ
つ
運

動
な
ど
の
活
動

を
発
表
。
鹿
本

農
業
高
校
食
品

加
工
部
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
の
た

め
に
企
業
と
連
携
し
た
赤
米
活
用
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
続
い

て
熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
ひ
き
こ
も
り
体
験
者
の
実

体
験
に
基
づ
く
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
記
念
講
演
と
し
て
、
医
療
法

人
横
田
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
所
の

た
の
は
14
歳
の
と
き
だ
っ
た
と
い
う
話
か

ら
始
ま
り
、
世
界
初
の
冠
動
脈
バ
イ
パ

ス
手
術
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
、
想
像
力

は
知
識
よ
り
重
要
で
あ
り
、
想
像
力
は

創
造
力
に
つ
な
が
る
な
ど
、
貴
重
で
興

味
深
い
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
信
じ
ら
れ
る
自
分
を
つ
く

る
た
め
に
、
諦
め
な
い
こ
と
、
裏
切
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
言
葉

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

須磨先生（前列右から２番目）と６中学
校実行委員の生徒

中嶋憲正市長に受賞の報告を行った
五十嵐校長（写真左）、宮﨑清

き よ み

美教諭
（左から２番目）

受賞した論文

須磨久善先生
は心臓手術

症例が５０００以
上にのぼり「神の
手」を持つ世界
一の心臓外科医

として注目され、ＮＨＫ「プロジェ
クトＸ」出演をはじめ、テレビド
ラマ「医龍」、映画「チームバ
チスタの栄光」の医療監修にも
携わられています。

発表を行う山鹿中２年の江東
優
ゆ う か

圭さん、井上侑
ゆ う き

樹さん
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エ
コ

マ
ー

ク
認

定
の

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
み
ど
り
を
ま
も
る

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

■人の動き
人口 69 人減りました 54,049 人
男性 21 人減りました 25,462 人
女性 48 人減りました 28,587 人
世帯数 8 世帯減りました 21,501 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,405 人
15歳〜64歳 54.1 ％ 29,233 人
65歳〜 34.1 ％ 18,411 人

１月末現在 (増減は前月末比 )

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

あ
と
が
き

★
昔
か
ら
テ
レ
ビ
っ
子
の
私
。
こ
こ

何
年
か
は
朝
ド
ラ
を
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
週
間
分
撮
り
だ
め
て
、

週
末
一
気
に
見
る
の
が
至
福
の
時
間
。

世
間
は
五
代
さ
ま
ブ
ー
ム
で
す
が
、

私
は
新
次
郎
さ
ん
派
で
す
。「
わ
て
は

な
〜
ん
も
分
か
ら
ん
で
」
と
か
言
い

な
が
ら
も
、
あ
さ
を
ふ
わ
っ
と
フ
ォ

ロ
ー
す
る
優
し
さ
が
た
ま
ら
ん
♡
い

よ
い
よ
あ
と
１
カ
月
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
あ
さ
ロ
ス
に
な
り
そ
う

で
す
…
。
★
朝
ド
ラ
が
終
わ
れ
ば
春

が
来
ま
す
。
春
は
出
会
い
と
別
れ
の

季
節
。
就
職
し
た
と
き
か
ら
と
て
も

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
上
司
が
退

職
さ
れ
ま
す
。
考
え
る
と
寂
し
い
け

ど
、
そ
れ
以
上
に
楽
し
か
っ
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
思
い
浮
か
び
ま
す
。（
千
）

倶楽部すくすく

♡メッセージ
じいちゃん譲りの立派なまゆ
げ（笑）いつも笑顔をありが
とう！

（H27.11.12 生まれ）
熊入町（山鹿）

　 　いで　　　 ゆうひ

井手　結日ちゃん
♡メッセージ
ばあちゃん、いつまで
も元気でいてね！（H25. ５. ７生まれ）

芋生（鹿北）

　 うえはら　　  れお

上原　怜旺ちゃん

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３
歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッ
セージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

踊り手募集！

募集条件
・高校生以上の独身女性
・お住まいは問いません

山鹿灯籠踊り保存会

　山鹿灯籠踊り保存会は、昭和 32 年に発足。現
在の会員数は踊り手 25 人、地

じ か た

方 20 人。山鹿市
の伝統芸能である灯籠踊りの保存・継承に努め
ています。
　灯籠まつりをはじめ、国内外のまつりやイベ
ントに参加し、山鹿の PRを行っています。
　あなたも一緒に活動しませんか。お気軽にご
連絡ください。問山鹿灯籠踊り保存会事務局

　（市役所商工観光課内）
　☎ 43− 1579
　{yoheho.yoheho@juno.ocn.ne.jp


